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特集　再考「食と農のまち」

『食』に伝統と文化あり
『食』は土地の文化を表すもの。特に人生の

節目の儀式には、その土地柄の料理が欠かせ

ません。新年を迎えるにあたり 現代の名工

の手による伝統的な『お食い初め』の祝い膳を

ご用意しました。二の膳に置かれた『歯固め

石』にちなみ、佳い年となりますように…。

（写真は女児の祝い膳、関連記事『巧』25ページ）

第一部　やきそばのまちのこれから
第二部　横手の食を語る特別対談

～

〝　　　　　〟
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再
考「
食
と
農
の
ま
ち
」

　

再
考「
食
と
農
の
ま
ち
」

　

９
月
の
『
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
』
で
、
横
手
や
き
そ
ば
が
念
願

の
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
そ
れ

と
同
時
に
『
横
手
市
』
の
名
前
が
一
気
に

〝
全
国
区
〞
と
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
後
は
、
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
、
市
内
の
や

き
そ
ば
店
は
連
日
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
大
き

な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』を
進
め

る
横
手
市
に
と
っ
て
、
い
ま
や
〝
食
の
旗

印
〞
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
な
っ
た
横
手

や
き
そ
ば
。
Ｂ
‐
１
が
も
た
ら
し
た
も
の

や
、
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
『
横
手
の
食
』
と
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

９
月
の
『
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
』
で
、
横
手
や
き
そ
ば
が
念
願

の
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
そ
れ

と
同
時
に
『
横
手
市
』
の
名
前
が
一
気
に

〝
全
国
区
〞
と
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
後
は
、
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
、
市
内
の
や

き
そ
ば
店
は
連
日
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
大
き

な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』を
進
め

る
横
手
市
に
と
っ
て
、
い
ま
や
〝
食
の
旗

印
〞
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
な
っ
た
横
手

や
き
そ
ば
。
Ｂ
‐
１
が
も
た
ら
し
た
も
の

や
、
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
『
横
手
の
食
』
と
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
す
。

検 証　　

Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
の
優
勝

（
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
）効
果
は

絶
大
で
、
や
き
そ
ば
店
の
行
列
や

混
雑
は
９
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬

頃
ま
で
続
き
、
老
舗
や 

四
天
王 

店
な
ど
に
は
県
外
か
ら
の
来
店
客

も
目
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
『
よ
こ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
★

５
』
と
銘
打
ち
、
９
月
の
５
連
休

に
横
手
を
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
い

う
取
り
組
み
を
し
た
結
果
、
Ｂ
‐

１
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
『
山
内

い
も
の
こ
ま
つ
り
』
の
来
場
者
が

前
年
比
１
８
４
％
の
４
万
６
千
人

と
な
る
な
ど
、
数
多
く
の
経
済
効

果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
‐
１
の
来
場
者
は
、
第
４
回

に
し
て
26
万
７
千
人
と
い
う
史
上

最
高
を
記
録
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
盛

況
は
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
し
た

マ
ス
コ
ミ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
実
行
委

員
会
が
早
く
か
ら
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
、
周
到
な
広
報
活
動
を
行

っ
た
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
予
約
券
が

付
い
た
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
も
功
を

奏
し
、
〝
横
手
な
ら
で
は
〞
の
地

域
通
貨
型
の
食
券
方
式
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
‐
１
は
、
横
手
の
豊
か
な
食

文
化
や
地
域
資
源
が
も
つ
大
き
な

可
能
性
を
、
再
確
認
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

横
手
や
き
そ
ば
を
全
国
区
に
し
た

Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

Ｂ‐１グランプリinＹＯＫＯＴＥの経
済効果

１．Ｂ‐１グランプリ期間中の
観光客消費額

　　（Ａ‐１フェスティバル、Ｃ‐
１カーニバルを含む）

　　　　　　　　　　　　　 
……12億4,500万円

　　※Ｂ‐１グランプリ来場者
のアンケートから抽出した1,50

0人分の

　　　結果を基に推計。消費額
には、交通費、宿泊費、飲食費、土

産代等

　　　が含まれる。

２．イベント開催による経費支
出 ……5,500万円

３．今後１年間の観光客増加に
伴う消費見込額

　　　　　　　　　　 　……７
億3,000万円以上

　　※やきそば店の来客数や『
やきそば四天王決定戦』等のイ

ベント集

　　　客の増加を考慮し、観光
客数の増加は１年間で10万人を

見込んで

　　　いる。県外日帰り客消費
額7,324円×10万人で試算。

《試算：横手市総務企画部市長
公室》

【参考】『よこてゴールデン★５
』ゴールデンデータ

　　　（対象期間：９月19日～
23日）

◎人気観光施設（秋田ふるさと
村、道の駅十文字、

　道の駅さんない）売上額合計
　……………5,209万円

◎市内宿泊費（推計）…………
………………3,255万円

◎やきそば店売上額（後半３日
間の推計）……565万円

◎道の駅十文字来場者数（推計
） ……………56,000人

◎山内いものこまつり来場者数
 ………………46,000人

◎平鹿浅舞八幡神社祭典来場者
数 ……………18,500人

【参考】『よこてゴールデン★５
』ゴールデンデータ

　　　（対象期間：９月19日～
23日）

◎人気観光施設（秋田ふるさと
村、道の駅十文字、

　道の駅さんない）売上額合計
　……………5,209万円

◎市内宿泊費（推計）…………
………………3,255万円

◎やきそば店売上額（後半３日
間の推計）……565万円

◎道の駅十文字来場者数（推計
） ……………56,000人

◎山内いものこまつり来場者数
 ………………46,000人

◎平鹿浅舞八幡神社祭典来場者
数 ……………18,500人

インタビュー１

特
集

第
一
部

　今回のＢ‐１グランプリ
で、Ｂ級グルメのパワーを
改めて感じましたが、それ
と同時に官民一体となった
横手市民の結束と底力を実
感しました。主催する愛Ｂ
リーグをはじめ、関係者か
ら「横手のホスピタリティ
（おもてなしの心）はすごか
った」とお褒めの言葉をい
ただいたとおり、市として
も未体験の来場者があった
中で、大きなトラブルもな
く２日間を終えられたこと
は、のべ1,400人のスタッフ
が、しっかりと自分の責任
を果たし、互いに連携した
証しだと思います。
　地元開催で「横手に行け
ばもっと美味しい」という
ことも示すことができまし
た。全国から注目されてい
る今、この機会を逃すこと
なく、横手を訪れるお客様
に宿泊して、より楽しんで
もらえる仕掛けを考えなが
ら、せっかくできた〝横手
ファン〟の皆様の期待を裏
切らない取り組みを続けて
いきたいと思います。

実行委員長 打川 敦さん
社団法人横手市観光協会会長とし
て『Ｂ‐１グランプリin横手実行
委員会』の実行委員長を務め、イ
ベントの全般にわたり指揮。打川
自動車㈱社長。

(社)横手市観光協会では、今
回のＢ‐１で生まれた〝横手
人気〟を逃すまいと、２月の
かまくら・ぼんでんの時期に
は横手やきそばとのコラボイ
ベントなどを企画中。また、
横手駅前再開発でできる交流
スペースを活用し、来秋には
市内のさまざまな物産、芸能
などを集めた交流イベントの
開催も検討している。

Ｂ‐１グランプリ実行委員会

■
空
前
の
横
手
ブ
ー
ム
到
来

■
Ｂ
‐
１
か
ら
得
た 

成
果

〝　
　
　

〞

〝　
　

〞

今後もファンの期待に応えられる横手に今後もファンの期待に応えられる横手に

１

２３

４

５■Ｂ‐１グランプリ翌週
の週末にできたやきそば
店前の行列　■■Ｂ‐１
グランプリでの横手やき
そばの盛況ぶり　■中心
市街地に大きな人の波が
できた　■横手インター
チェンジ付近でスタッフ
が来場者のお見送り…車
窓から手を振り返される
場面も

１　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　２３　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　４　　
　　　　　　　　　　　
　　　　５　　　　　　

Ｂ‐１グランプリ直後に行われた『横手やきそば体験』ではやきそば職人が参加者に焼き方を指導
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横手やきそばの 元祖 とされる神谷
本店が中央町にあった昭和30年頃の
写真。当時の並やきそばは20～25円
だった。

第一部　

 

歴 史

　平成12年に『横手やきそ
ば』のＰＲが始まった当初
は、テレビの全国放送に取
り上げられたことや、ちょ
うどご当地グルメブームの
走りの時期と合致したこと
から、一気にお客様が増え
ました。やきそば店の中に
は、その急激な変化に対応
しきれなかった店もあり、
せっかくの機運を逃すまい
と、翌年に『横手やきそば
暖簾会』を旗揚げし、衛生
面や接客の改善に努めると
ともに、市内外のイベント
に積極的に参加し、ＰＲ活
動を行ってきました。
　今は10年前の初心に立ち
返り、謙虚な気持ちを思い
出す時。Ｂ‐１への取り組
みで強まった会員同士の結
束を活かし、横手やきそば
の魅力を伝えるためのイベ
ントの開催や、全国の仲間
との交流などに取り組んで
いきたいと思います。

お
や
つ
か
ら
ご
当
地
グ
ル
メ
へ

 
や
き
そ
ば
の
ま
ち 

ま
で
の
歩
み

理事長 伊藤 一男さん
横手やきそば暖簾会発足時から
会長に就任し、平成20年10月の
協同組合化にともない理事長を
務める。福龍店主。

横手やきそば暖簾会
平成13年６月に、やきそば店約30件が
加盟して発足。品質とサービス向上、
ＰＲイベントの開催に取り組み、横手
やきそばの盛り上がりを牽引。現在は
旧市内にとどまらず42店舗が加盟。

横手やきそば暖簾会

秋田県内で増え続ける〝Ｂ級グルメ〟秋田県内で増え続ける〝Ｂ級グルメ〟

特集　再考「食と農のまち」

坂水　やきそばのＰＲのため、手始めにホームページを開設し
　たところ、テレビや雑誌の取材申込みが殺到して、その対応
　をお願いしましたよね。ご難儀をおかけしました。
大沼　取材は初体験のことばかりでしたし、お客さんも一気に
　増えて確かに戸惑いはありました。でも、他所から来てくだ
　さる方に道案内をしたりすることで、ＰＲの仕方などのいい
　勉強になりました。観光案内もできるように、自分で田沢湖
　や角館まで行って所要時間を計ったりもしましたよ。
坂水　やきそば店の皆さんが、お客様に丁寧に接してくださっ
　たことが、今の『横手やきそば』を支えているんですよね。
大沼　県外から何度も足を運んでくれる方もいて、励みになり
　ます。それも対話を大切にしてきたからこそだと思います。

元祖神谷焼きそば屋
 大沼 源治郎さん
 大沼 憲子さん
初代やきそば担当
 坂水　剛さん

 （写真右から）　　

横手やきそば年表
　第二次世界大戦後、市内で屋台のお好み焼き

屋を営んで

いた萩原安治さんが、鉄板を用いた新メニュー
を模索。市

内の製麺業者・石谷由雄さんと共にやきそばに
適した麺の

開発に取り組む。

1953(昭和28)年頃　横手やきそばの原型が完成し
、

　　　　　　　　屋台で販売を開始。

1955(昭和30)年頃　やきそば店が急増。

1972(昭和47)年頃　食品衛生法の改正などを契機
に

　　　　　　　　やきそば店が急速に衰退。

2000(平成12)年　　旧横手市役所に『横手やきそば
プ

　　　　　　　　ロジェクト推進本部』を設置。

2001(平成13)年　　３月『横手やきそば研究会』設
立。

　　　　　　　　７月『横手やきそば暖簾会』設
立。

2002(平成14)年　　２月、横手やきそば職人養成
講

　　　　　　　　座を開き職人の育成を開始。

　　　　　　　　６月、静岡県富士宮市、群馬
県

　　　　　　　　太田市と『三国同麺』を締結。

2006(平成18)年　　２月、青森県八戸市で開催さ
れ

　　　　　　　　た第１回『Ｂ‐1グランプリ』に
参

　　　　　　　　戦し、銀の箸賞（準優勝）獲得
。

　　　　　　　　７月『Ｂ級ご当地グルメでま
ち

　　　　　　　　おこし団体連絡協議会（愛Ｂ
リ

　　　　　　　　ーグ）』が結成され、横手やき
そ

　　　　　　　　ば暖簾会が加盟。

2007(平成19)年　　10月『横手やきそばグランプリ
決

　　　　　　　　定戦』を開催。

　　　　　　　　11月、2009年度の『Ｂ‐１グラ
ン

　　　　　　　　プリ』を横手で開催すること
が

　　　　　　　　愛Ｂリーグ総会で決定する。

2009(平成21)年　　『Ｂ‐１グランプリinYOKOTE』
で

　　　　　　　　ゴールドグランプリを獲得。

〝
　
　
　
　
　
　
　
〞

　　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
旧
横

手
市
内
で
お
好
み
焼
き
の
屋
台
を

営
む
萩
原
安
治
さ
ん
（
埼
玉
県
出

身
）
が
、
鉄
板
を
用
い
た
新
た
な

メ
ニ
ュ
ー
を
模
索
し
た
と
こ
ろ
か

ら
、
横
手
や
き
そ
ば
発
祥
の
物
語

は
始
ま
り
ま
す
。

　

当
時
、
販
売
単
価
の
安
い
お
好

み
焼
き
は
数
少
な
い
子
ど
も
た
ち

の
お
や
つ
。
萩
原
さ
ん
は
そ
の
流

れ
を
く
む
食
べ
物
と
し
て
「
や
き

そ
ば
」
を
思
い
つ
き
、
製
麺
業
者

で
あ
る
石
谷
由
雄
さ
ん
に
相
談
し

ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
続
け
る
２

人
は
や
き
そ
ば
に
適
し
た
麺
の
開

発
に
数
年
を
費
や
し
、
つ
い
に
昭

和
28
年
に
や
き
そ
ば
麺
が
完
成
。

横
手
や
き
そ
ば
の
原
型
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

や
き
そ
ば
は
、
手
頃
な
値
段
と

美
味
し
さ
が
受
け
て
、
爆
発
的
な

売
り
上
げ
を
記
録
。
簡
単
に
作
れ

る
た
め
同
業
者
も
次
々
に
増
え
、

駄
菓
子
屋
や
民
家
で

や
き
そ
ば
を
売
る
店
も
出
現
し
、

近
隣
町
村
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
食
品
衛
生
法
の
改
正

や
大
手
製
麺
業
者
が
家
庭
用
や
き

そ
ば
麺
を
発
売
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
昭
和
40
年
代
後
半
、
駄
菓

子
屋
を
中
心
に
や
き
そ
ば
店
は
急

速
に
減
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

■
横
手
や
き
そ
ば
の
ル
ー
ツ

■
Ｂ
級
グ
ル
メ
の 

走
り 

に

〝　
　

〞

〝　
　
　
　

〞

　　

や
き
そ
ば
が
再
び
脚
光
を
浴
び

る
き
っ
か
け
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な

気
づ
き
で
し
た
。
新
し
い
特
産
品

を
模
索
し
て
い
た
旧
横
手
市
役
所

で
、
「
横
手
平
鹿
で
食
べ
ら
れ
て

い
る
や
き
そ
ば
は
、
ど
う
も
他
地

域
の
や
き
そ
ば
と
違
う
よ
う
だ
」

と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
調

べ
て
み
た
と
こ
ろ
麺
や
味
付
け
、

具
材
、
調
理
方
法
な
ど
に
特
徴
が

あ
る
こ
と
を
確
認
。 

当
た
り
前 

だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
名
物

の『
原
石
』と
な
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
12
年
４
月
、
市
役
所
内
に

『
横
手
や
き
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
本
部
』
が
立
ち
上
が
り
、
や

き
そ
ば
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
資
料

収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
10
月
に

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信

を
開
始
し
、
『
横
手
や
き
そ
ば
』

と
い
う
名
前
が
初
め
て
登
場
。
こ

の
取
り
組
み
を
マ
ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
た
こ
と
か
ら
、
や
き
そ
ば
目

当
て
の
観
光
客
や
問
い
合
わ
せ
が

急
増
し
て
き
た
の
で
す
。

　

〝
や
き
そ
ば
の
ま
ち
〞
の
名
前

が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ま

で
市
役
所
が
中
心
に
行
っ
て
き
た

Ｐ
Ｒ
活
動
を
市
民
か
ら
も
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
平
成
13
年
に
『
横
手

や
き
そ
ば
研
究
会
』
が
発
足
。
さ

ら
に
、
や
き
そ
ば
店
も
組
織
づ
く

り
に
動
き
、
同
じ
年
に
『
横
手
や

き
そ
ば
暖
簾
会
』
が
結
成
さ
れ
、

市
民
・
業
者
・
行
政
の
３
者
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

同
じ
頃
、
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま

ち
お
こ
し
を
目
指
す
地
域
が
全
国

に
見
え
始
め
、
富
士
宮
市
、
太
田

市
と
の
『
三
国
同
麺
』
の
調
印
締

結
や
、
愛
Ｂ
リ
ー
グ
へ
の
参
加
に

よ
り
『
横
手
や
き
そ
ば
』
は
〝
ご

当
地
Ｂ
級
グ
ル
メ
〞
を
リ
ー
ド
す

る
存
在
と
な
っ
た
の
で
す
。

横手やきそばの定義
太く真っ直ぐな角麺（ゆで麺）を麺に使用する。

一般的な横手やきそばの特徴
具･･････一般的にはキャベツと豚挽肉を使用。麺
　　　　の上に半熟の目玉焼きをのせて、福神漬
　　　　けを添えるのが定番。
ソース･･ウスターソースに各やきそば店のオリジ
　　　　ナルソースを加える。辛みが抑えられ、
　　　　やわらかな味わいが特徴。

横手やきそばの定義
太く真っ直ぐな角麺（ゆで麺）を麺に使用する。

一般的な横手やきそばの特徴
具･･････一般的にはキャベツと豚挽肉を使用。麺
　　　　の上に半熟の目玉焼きをのせて、福神漬
　　　　けを添えるのが定番。
ソース･･ウスターソースに各やきそば店のオリジ
　　　　ナルソースを加える。辛みが抑えられ、
　　　　やわらかな味わいが特徴。

第一部　やきそばのまちのこれから

１２

３４

５

６７

８

あいがけ神代カレーあいがけ神代カレー
愛Ｂリーグ加盟（仙北市）

横手やきそば横手やきそば
愛Ｂリーグ加盟（横手市）

美郷まんま美郷まんま
（美郷町）

納豆汁納豆汁
（大仙市）

男鹿の塩やきそば男鹿の塩やきそば
（男鹿市）

秋田かやき秋田かやき
愛Ｂリーグ加盟（秋田市）

ベコたんぽバーガーベコたんぽバーガー
（鹿角市）

■屋台のお好み焼き　■やきそば
職人養成講座　■横手やきそば暖
簾会ののぼり　■第１回Ｂ‐１グ
ランプリin八戸では準優勝　■や
きそばサンドＸ　■横手やきそば
研究会による『横手やきソンバ』
■横手やきそば四天王決定戦　■
横手やきそば関連商品の数々

１　　　　　　　　　２　　　　
　　　　　　　３　　　　　　　
　　　　　　　４　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　５　
　　　　　　　　６　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
７　　　　　　　　　　　　　８

定義 ミニ
対談 マスコミやお客様から多くのこと学ぶマスコミやお客様から多くのこと学ぶ
平成12年を振り返る『横手やきそば』が火付け役となり、

秋田県内でもご当地グルメでまちお
こしに取り組む市町村が増えていま
す。県内の主なご当地Ｂ級グルメを
紹介します。

『横手やきそば』が火付け役となり、
秋田県内でもご当地グルメでまちお
こしに取り組む市町村が増えていま
す。県内の主なご当地Ｂ級グルメを
紹介します。

〝　　〟

初心に返り、やきそばの魅力伝えたい初心に返り、やきそばの魅力伝えたい

第４回Ｂ‐１（横手）第４位
第１回東北Ｂ‐１（八戸）第２位

第１回Ｂ‐
１（八戸）第

２位

第２回Ｂ‐
１（富士宮）第

10位

第４回Ｂ‐
１（横手）第

１位
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第一部　やきそばのまちのこれから第一部　第一部　やきそばのまちのこれから

展 開
『
横
手
』を
売
り
込
む
好
機
到
来

横
手
や
き
そ
ば
は
次
な
る 

進
化 

へ

特集　再考「食と農のまち」

〝　
　

〞

　Ｂ‐１グランプリに向けて
「横手やきそばに麺以外でも
地元のものを」ということで、
やきそばに合うキャベツを暖簾会さんと
一緒になって検討しました。品種選定や
栽培方法はまだ改良の途中ですが、今年
は５月中旬から11月まで提供しようと、
生産体制を整えています。
　規格外のキャベツでも品質さえ問題な
ければ提供できることや、収穫期の雇用
創出なども見込めるので、新たな品目と
して期待できると思っています。

平成18年９月、村東営農組合を
立ち上げ組合長に就任。同21年
３月に勤めを辞め専業農家に。
仲間と今後の農業を模索中。

木
村 

昭
男
さ
ん

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
農
家

　

ほ
ん
の
10
年
前
ま
で
は
特
に
意

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
横
手
や

き
そ
ば
』
と
い
う
地
域
資
源
。
そ

れ
が
市
民
の
力
に
よ
っ
て
こ
こ
ま

で
大
き
な
存
在
に
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン

プ
リ
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
関
係
者
が
得
た
連
帯
感
や
お
も

て
な
し
の
心
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
財
産
と

な
る
も
の
で
す
。

　

横
手
市
に
は
、
横
手
や
き
そ
ば

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源

が
あ
り
ま
す
。
８
つ
の
市
町
村
が

合
併
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
の

色
合
い
は
深
ま
り
、
ま
さ
に
〝
資

源
素
材
の
宝
庫
〞
と
言
え
る
ま
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
今
回
の
横
手
や

き
そ
ば
の
飛
躍
は
、
や
き
そ
ば
が

庶
民
的
な
食
べ
物
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
『
ご
当
地
Ｂ

級
グ
ル
メ
』
と
し
て
口
コ
ミ
で
広

が
っ
た
人
気
に
、
マ
ス
コ
ミ
が
注

目
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
火
が
つ
い

た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
、
交
流

人
口
の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
、

結
果
と
し
て
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

と
い
う
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
横
手
や
き
そ
ば
と
い
う

資
源
を
起
点
に
、
提
供
店
同
士
の

連
携
や
関
連
商
品
の
開
発
、
販
売

が
活
性
化
。
さ
ら
に
、
材
料
と
な

る
農
産
物
、
加
工
品
の
生
産
や
周

辺
観
光
、
宿
泊
施
設
の
整
備
な
ど
、

今
後
に
向
け
た
産
業
振
興
と
い
う

面
で
も
、
大
き
な
可
能
性
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
横
手
市
に
は

ま
だ
ま
だ
光
る
可
能
性
を
持
っ
た

多
く
の
『
原
石
』
が
眠
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
数
多
く
あ
る
地
域

資
源
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

の
成
功
と
い
う
〝
熱
〞
と
〝
風
〞

を
、
好
機
到
来
を
告
げ
る
合
図
に

し
て
、
〝
食
と
農
の
ま
ち
〞
横
手

を
広
く
発
信
し
て
い
く
き
っ
か
け

と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　進
行　

横
手
市
で
は
、
食
文
化
か
ら

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
「
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
取
り
組
み
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
館　

今
「
横
手
」
と
い
う
と
、
や

き
そ
ば
の
人
気
が
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

市
長　

Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
影
響

で
す
ね
。

内
館　

そ
れ
だ
け
で
も
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
、
そ
う

い
う
も
の
で
名
前
が
売
れ
な
い
で
す

か
ら
。

進
行　

こ
ち
ら
に
も
そ
う
い
う
情
報

は
伝
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

内
館　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
テ
レ
ビ
で

も
ず
っ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
か

ら
。

市
長　

や
き
そ
ば
は
戦
後
に
生
ま
れ

た
庶
民
的
な
食
べ
物
で
、
子
ど
も
の

た
め
の
食
べ
物
だ
っ
た
も
の
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
が
１
杯
50
円
の
時
代
に
、

〝
並
や
き
そ
ば
〞
が
20
円
で
値
段
が

手
頃
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

内
館　

私
、
３
回
ほ
ど
横
手
に
行
っ

て
る
ん
で
す
よ
。
真
夏
で
も
か
ま
く

ら
が
見
ら
れ
る
…
。

市
長　

か
ま
く
ら
館
に
行
か
れ
た
ん

で
す
か
。

内
館　

は
い
。
２
回
は
仕
事
で
、
１

回
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
。
そ
の
時
に

「
と
に
か
く
、
か
ま
く
ら
館
を
見
よ

う
」
と
。
そ
の
頃
は
、
や
き
そ
ば
は

ま
だ
騒
が
れ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　内
館　

い
ろ
ん
な
資
料
を
拝
見
し
た

ん
で
す
が
、
「
食
で
学
ん
で
、
楽
し

ん
で
、
潤
う
」
と
い
う
取
り
組
み
は

よ
く
分
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
市
と

し
て
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
。

市
長　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
を

設
け
て
、
横
手
の
特
徴
で
あ
る
農
産

品
や
農
産
加
工
品
を
売
り
込
ん
で
い

ま
す
。
た
だ
売
り
込
む
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
相
手
方
か
ら

品
質
や
価
格
に
対
す
る
要
望
を
お
聞

き
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
生
産
者
の
皆

さ
ん
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
の
農
業
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
が
ん
ば

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
部

横
手
の
食
を
語
る
特
別
対
談

 

横
手 

を
売
り
込
む
た
め
に
は

物
語
の
幹
と
な
る
考
え
が
必
要

　

五
十
嵐
市
長
が
秋
田
市
出
身
の
脚
本
家
・
内
館
牧
子
さ
ん
と
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
〝
横
手
や
き
そ
ば
〞
の
切
り
口
か
ら
、

横
手
の
食
文
化
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
今
回
の
特
集
。
そ
の
締
め
く
く
り
に

ふ
さ
わ
し
く
、
〝
味
〞
と
〝
実
り
〞
の
あ
る
お
話
を
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。

内館牧子氏
×

五十嵐忠悦

内館牧子氏
×

五十嵐忠悦

【脚本家】【脚本家】

【横手市長】【横手市長】

【進行役】
佐々木 隆 （市マーケティング推進課長）

【対談会場】
内館牧子事務所 （東京都港区赤坂）

横
手
や
き
そ
ば
は
人
気
絶
大

 

食
と
農
か
ら 

の
取
り
組
み

 

地
域
資
源 

を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
た
め
に

〝
　
　
　
　
〞

〝
　
　
　
　
　
〞

〝　
　

〞

横
手
や
き
そ
ば
も
地
産
地
消
へ

 

新
品
目 

生
ま
れ
る
可
能
性
も

〝
　
　
　
〞

　　

全
国
か
ら
の
注
目
度
が
上
が
り
、

今
や
横
手
市
民
の
財
産
と
も
い
え

る 

横
手
や
き
そ
ば 

。
そ
こ
で
、

全
国
の
お
客
様
に
喜
び
を
与
え
続

け
る
こ
と
を
目
指
し
『
横
手
や
き

そ
ば
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
本
部
』
が

立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
め
の
取
り
組
み
は
、

『
横
手
や
き
そ
ば
道
場
』
に
よ
る

免
許
皆
伝
制
度
で
す
。
こ
れ
は
、

「
い
つ
何
時
も
美
味
し
く
、
い
つ

何
時
も
身
近
に
、
食
べ
て
い
た
だ

い
た
お
客
様
を
幸
せ
な
気
持
ち
に

し
ま
す
」
を
合
い
言
葉
に
、
横
手

や
き
そ
ば
の
基
本
は
守
り
な
が
ら

も
、
お
店
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

推
奨
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
横
手
や
き
そ
ば
暖
簾
会

の
目
印
で
あ
る
『
の
ぼ
り
旗
』
の

更
新
な
ど
で
、
正
規
の
横
手
や
き

そ
ば
提
供
店
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
。

さ
ら
に
、
横
手
や
き
そ
ば
関
連
グ

ッ
ズ
の
商
品
化
に
も
今
ま
で
以
上

に
関
わ
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
『
横
手

や
き
そ
ば
』
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

守
り
、
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
。
10
年
前
に
見
出
さ
れ
た

 

ご
当
地
グ
ル
メ 
は
、
横
手
の
名

を
全
国
に
発
信
す
る
旗
印
と
し
て
、

次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

 

〝　
　
　
　
　
　

〞

〝　
　
　
　
　
　

〞

■
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
前
進
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横手市長　五十嵐忠悦
1947年、横手市生まれ。県立横手高等学校、武蔵大学経済学

部卒。印刷会社社長を経て、1997年４月に旧横手市長に就

任。2005年10月、合併によって誕生した新しい横手市の初

代市長に当選し、現在２期目。

脚本家　内館牧子
1948年、秋田市生まれの東京育ち。武蔵野美術大学卒業後、

三菱重工業に入社。13年半のＯＬ生活を経て、1988年に脚

本家デビュー。代表作に「毛利元就」、「ひらり」、「私の青空」

（以上ＮＨＫ）、「都合のいい女」（フジテレビ）など。現職と

して(財)日本相撲協会横綱審議委員、東京都教育委員、武

蔵野美術大学客員教授、ノースアジア大学客員教授。
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特集　再考「食と農のまち」 　第二部　横手の食を語る特別対談
脚本家 内館牧子氏 × 五十嵐忠悦 横手市長

何
で
売
る
か
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
大
事
で
す
よ
。

横
手
で
の
再
会
を
誓
っ
て

発
想
し
だ
い
で
素
材
は
光
る

や
き
そ
ば
の
次
を
ど
う
す
る
か

物
語
は
真
ん
中
の
幹
が
大
事

対談に際して持参した横手産の品々。右手
前が『とまと大福』、中央が『シシリアン
ルージュ・ピューレジュース』

直径15センチもある平鹿産のジャンボしい
たけを手に取る内館さん。

 
内
館　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
う
い
う
人

た
ち
で
す
か
。

市
長　

例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
や
飲
食

店
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
商
品
を
納

め
て
い
る
卸
業
者
や
商
社
、
あ
と
は

百
貨
店
な
ど
で
す
。

内
館　

そ
れ
は
、
お
米
だ
っ
た
り
、

り
ん
ご
や
桃
だ
っ
た
り
…
。

市
長　

そ
う
で
す
。
市
内
で
穫
れ
る

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
。

内
館　

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
、

美
彩
館
で
売
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

買
い
ま
し
た
よ
。
少
し
高
い
で
す
け

ど
、
皮
が
プ
リ
ッ
プ
リ
で
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
。

市
長　

こ
れ
は
、
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー

ジ
ュ
を
使
っ
た
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
の

ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

内
館　

こ
ん
な
い
い
も
の
が
あ
る
ん

で
す
か
。
市
長
、
横
手
は
ち
ょ
っ
と

宣
伝
が
下
手
で
す
よ（
笑
）。
正
直
言

っ
て
、
横
手
が
り
ん
ご
の
生
産
量
で

秋
田
県
内
一
だ
な
ん
て
、
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
見
る
ま
で
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
横
手
と
い
う
と
や
っ
ぱ
り

「
や
き
そ
ば
と
か
ま
く
ら
」
な
ん
で

す
よ
、
今
の
と
こ
ろ
は
。

市
長　

確
か
に
、
食
も
農
も
ど
こ
に

で
も
あ
る
こ
と
な
の
で
、
新
し
い
切

り
口
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
館　

秋
田
の
お
米
は
す
ご
く
美
味

し
い
と
思
う
だ
け
に
、
こ
れ
を
上
手

に
売
ら
な
い
と
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
売

り
込
む
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
イ
ス
を
頼
ん

だ
と
き
に
、
そ
れ
が
ど
こ
の
お
米
か

は
私
た
ち
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
横
手
の
美
味
し
い
お
米
を

売
り
込
む
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
の
消

費
者
に
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
な

い
と
だ
め
で
す
よ
ね
。

市
長　

確
か
に
そ
う
で
す
。
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
指
名
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
ね
。

進
行　

今
の
お
米
の
流
通
は
、
生
産

者
の
方
々
が
農
協
に
出
荷
し
て
、
農

協
が
そ
れ
を
ま
と
め
て
売
る
の
で
、

横
手
産
で
は
な
く
『
秋
田
の
米
』
と

し
て
売
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

市
長　

農
家
は
作
る
の
は
プ
ロ
で
す

が
、
ど
う
売
る
か
が
課
題
で
す
。

内
館　

で
も
、
や
き
そ
ば
が
こ
こ
ま

で
全
国
区
に
な
っ
て
、
き
っ
と
他
の

地
域
か
ら
見
た
ら
羨
ま
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
け
ど
、
実
際
に
横
手
に
行
っ

て
、
横
手
の
ま
ち
で
や
き
そ
ば
を
食

べ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
い
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。

市
長　

何
と
か
横
手
に
来
て
い
た
だ

く
よ
う
な
仕
掛
け
を
考
え
て
い
る
ん

で
す
が
…
。

内
館　

横
手
っ
て
確
か
に
不
便
で
す

け
ど
、
不
便
だ
と
か
諸
々
の
マ
イ
ナ

ス
要
素
が
売
り
に
な
る
時
代
で
も
あ

る
わ
け
で
す
。
南
国
な
ら
熱
暑
も
売

り
に
な
る
し
、
島
な
ら
１
日
に
１
本

し
か
な
い
バ
ス
も
、
の
ど
か
だ
と
喜

ば
れ
る
。
私
、
以
前
に
二
ツ
井
町
の

丸
岡
町
長
に『
吹
雪
マ
ラ
ソ
ン
』を
提

案
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
し

た
ら
町
長
、
「
何
ぼ
何
で
も
、
危
険

だ
す
べ
」
っ
て（
笑
）。

市
長　

新
し
い
取
り
組
み
に
い
ろ
い

ろ
と
挑
戦
し
て
ま
し
て
、
例
え
ば
こ

れ
な
ん
か
…
。

内
館　

パ
ン
で
す
か
。

市
長　

こ
れ
、
し
い
た
け
な
ん
で
す
。

内
館　

え
っ
！
カ
レ
ー
パ
ン
か
と
思

っ
た（
笑
）。

市
長　

大
き
い
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ス

テ
ー
キ
に
し
て
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
う
い
う
特
徴
の
あ
る
も
の
を

い
ろ
い
ろ
と
作
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。

内
館　

横
手
の
売
り
の
メ
イ
ン
は
、

農
産
物
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
。
米
を
含
む
農
産

品
と
そ
の
加
工
品
で
す
ね
。
素
材
は

一
級
品
な
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
加
工

し
て
売
り
込
ん
で
い
く
か
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

内
館　

何
で
売
る
か
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
は
大
事
で
す
よ
ね
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

大
河
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
、
脚
本
を
１

万
枚
書
く
ん
で
す
よ
。
そ
の
際
に
、

ま
ず
「
こ
の
１
万
枚
の
内
容
を
１
行

で
言
え
る
か
」
っ
て
考
え
る
ん
で
す
。

「
毛
利
元
就
」
で
あ
れ
ば
「
何
の
取

り
柄
も
な
か
っ
た
武
将
が
58
歳
と
い

う
遅
咲
き
で
咲
い
て
中
国
地
方
を
制

し
た
話
」
と
い
う
よ
う
に
。
こ
れ
が

真
ん
中
に
一
本
の
幹
と
し
て
あ
れ
ば
、

そ
の
間
に
ど
ん
な
枝
葉
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
ろ
う
と
、
登
場
人
物
が
何
百

人
出
て
こ
よ
う
と
、
全
部
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
こ
こ
か
ら
ぶ
れ
な
い
。
こ
れ

が
キ
チ
ッ
と
し
て
な
い
と
、
見
る
側

は
わ
け
が
分
か
ら
ず
、
俳
優
さ
ん
も

演
じ
ら
れ
な
く
な
る
。

市
長　

な
る
ほ
ど
、
確
か
に
そ
の
と

お
り
で
す
ね
。

内
館　

そ
れ
と
同
じ
で
、
横
手
市
が

何
を
目
指
し
て
、
何
を
ど
う
売
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
幹
を
具
体
的
に

す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
思

う
に
は
、
や
き
そ
ば
は
枝
葉
の
部
分

で
、
枝
葉
が
先
に
売
れ
て
し
ま
っ
た

…
。
で
も
、
枝
葉
が
茂
る
の
は
大
き

な
力
に
な
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
幹
が

農
産
物
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
中
の
何
を
、
ど
う
売
り
た
い
の
か
。

そ
れ
を
一
口
で
言
え
な
い
と
、
大
河

ド
ラ
マ
な
ら
ぶ
れ
て
失
敗
す
る
。

進
行　

横
手
産
と
い
え
ば
第
一
が
米

で
、
次
が
り
ん
ご
、
そ
の
次
が
し
い

た
け
な
ん
で
す
が
、
全
体
的
に
市
民

が
活
性
化
す
る
よ
う
な
幹
に
な
る
も

の
と
な
る
と
、
難
し
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。

内
館　

し
い
た
け
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

い
い
し
、
女
性
が
飛
び
つ
く
ん
じ
ゃ

な
い
か
し
ら
。

市
長　

健
康
や
環
境
に
い
い
も
の
は

人
気
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

内
館　

そ
れ
に
り
ん
ご
で
し
ょ
う
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
い
い
も
の
ば
か
り
で

す
よ
。
そ
れ
に
今
、
玄
米
の
人
気
が

復
活
し
て
る
と
言
い
ま
す
か
ら
ね
。

発
芽
玄
米
の
お
粥
な
ん
か
い
い
と
思

い
ま
す
け
ど
ね
。

内
館　

方
言
も
使
え
ま
す
よ
ね
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
ま
ま
け
、
ま
ま
」

っ
て
、
こ
れ
は
面
白
い
で
す
よ
。

進
行　

そ
れ
は
農
協
の
青
年
部
の
人

た
ち
が
書
い
た
ん
で
す
。
最
近
、
若

い
方
た
ち
が
す
ご
く
や
る
気
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
館　

す
ご
く
い
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
の
こ
と
ば
が
日
本
で
一
番
短
い

っ
て
い
い
ま
す
よ
ね
。「
け
」
「
く
」

み
た
い
な
。
「
ま
ま
け
、
ま
ま
」
な

ん
て
本
当
に
雰
囲
気
が
あ
る
。

市
長　

雰
囲
気
も
大
事
で
す
か
ら
ね
。

内
館　

こ
れ
（
と
ま
と
大
福
）
も
美

味
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
も
時
々
お

土
産
物
と
し
て
買
う
ん
で
す
け
ど
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が
い
い
で

す
よ
ね
。

市
長　

ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
た
ん

で
す
よ
。
甘
い
も
の
も
い
い
か
な
と
。

内
館　

結
構
売
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
あ
ま
り
高
く
な
い
で
す

し
。
食
べ
や
す
い
大
き
さ
で
お
洒
落

だ
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
土
産
に
ち

ょ
う
ど
い
い
。
で
も
、
こ
れ
も
お
米

に
比
べ
た
ら
薄
利
だ
し
、
売
れ
る
量

も
決
ま
っ
て
ま
す
よ
ね
…
。

市
長　

は
い
。
内
館
さ
ん
が
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
お
粥
の
よ
う
に
、
加
工

し
て
売
る
と
い
う
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

内
館　

こ
う
い
う
の
（
シ
シ
リ
ア
ン

ル
ー
ジ
ュ
の
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
ジ
ュ

ー
ス
）
で
お
粥
を
炊
い
て
も
い
い
で

す
よ
ね
。

市
長　

「
ト
マ
ト
リ
ゾ
ッ
ト
」
で
す

ね
。
ヘ
ル
シ
ー
だ
し
、
ト
マ
ト
も
お

米
も
売
れ
ま
す
し
ね
。

内
館　

『
と
ま
と
大
福
』
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
く
ら
い
お
洒
落
に
し
て
、
発
芽

玄
米
と
白
米
の
お
粥
や
ト
マ
ト
リ
ゾ

ッ
ト
を
販
売
し
た
ら
、
す
ご
く
売
れ

る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

実
際
に
、
私
の
友
達
で
あ
き
た
こ
ま

ち
の
お
粥
の
缶
詰
を
リ
ピ
ー
タ
ー
で

買
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
よ
。
１
食

２
０
０
円
以
内
で
買
え
れ
ば
い
い
ん

で
す
け
ど
ね
…
。

市
長　

二
番
煎
じ
じ
ゃ
な
い
「
横
手

な
ら
で
は
」
を
、
ど
う
見
つ
け
て
い

っ
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

内
館　

横
手
は
何
で
も
あ
っ
て
豊
か

な
ん
で
す
よ
ね
。
と
り
わ
け
農
産
物

の
中
で
、
一
番
売
れ
て
ほ
し
い
の
は

や
っ
ぱ
り
お
米
で
す
よ
ね
。

市
長　

そ
れ
は
そ
う
で
す
。
何
と
い

っ
て
も
量
が
違
い
ま
す
か
ら
。
面
積

が
大
き
い
で
す
か
ら
ね
。

内
館　

こ
れ
だ
け
い
ろ
ん
な
も
の
が

豊
か
だ
と
、
か
え
っ
て
難
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

市
長　

枝
葉
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で

す
。
で
も
、
幹
が
見
え
て
こ
な
い
。

内
館　

幹
を
作
る
の
は
市
長
と
そ
の

ブ
レ
ー
ン
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

市
長　

そ
う
で
す
ね
。
責
任
重
大
で

す
。

内
館　

当
然
で
す
！
っ
て
、
私
も
こ

ん
な
朝
青
龍
を
怒
る
よ
う
な
怖
い
目

で
、
市
長
を
睨
み
つ
け
た
り
し
て
…

（
笑
）。
で
も
、
大
変
だ
け
ど
や
り
が

い
の
あ
る
大
仕
事
で
す
よ
ね
。

市
長　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
、
が
ん

ば
り
ま
す
。
い
い
素
材
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
か
ら
。

内
館　

横
手
に
も
ま
た
行
っ
て
み
た

い
で
す
ね
。

市
長　

ご
招
待
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

横
手
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
、
横
手
を
売
り
込
む
コ
ン
セ
プ
ト

が
ひ
ら
め
い
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

内
館　

責
任
重
大
だ
な
ぁ（
笑
）。
何

と
か
ひ
ら
め
か
せ
な
い
と
。

市
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

進
行　

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
横
手
を
応
援

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
横
手
な
ら
で
は
」を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お

い

う
ら
や

か 

ゆ

し 

ゃ 

れ

せ
ん

う
れ

に
ら
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■一般会計補正額　　　　　   ３０億９,５１１万８千円
◎主な補正予算
　●障がい者自立支援介護給付費･･　９,９８９万８千円
　●社会福祉施設整備事業補助金･･　７,２７５万円
　●介護保険事業特別会計繰出金･･　２,４２５万６千円
　●一般扶助費････････････････ １億５,１２０万円
　●病院事業繰出金･･････････････　７,３７７万３千円
　●森林組合出資金増資事業･･････　　 ４２６万２千円
　●工業振興対策費･･････････････　１,７３４万３千円
　●横手駅前活性化対策費･･････ ２億３,６６０万円
　●小学校大規模改造事業･･････ ８億８,４０９万６千円
　●中学校大規模改造事業････  １１億４,８６８万９千円
　●西部地区中学校統合事業････ ２億４,８９５万５千円

■補正後の予算総額　　　   ５３５億６,１８４万５千円

 

は
じ
め
に

 

平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針

 

新
た
な
施
策
等
へ
の
取
組
み

今議会に提案された主な一般会計補正予算

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
や
協
働
意
識
の
形
成
を
推
進

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
や
協
働
意
識
の
形
成
を
推
進

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
や
協
働
意
識
の
形
成
を
推
進

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
や
協
働
意
識
の
形
成
を
推
進

※市のホームページに
　所信説明の全文を掲
　載しています。

新
た
な
地
域
自
治
の
仕
組
み
作
り
に
着
手

市議会12月定例会
市長所信説明

 

平
成
21
年
度
事
業
等
の

 

進
捗
状
況

　
横
手
市
議
会
12
月
定
例
会
が

11
月
30
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
市
長
の
所
信
説
明
の
中

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
わ

り
の
深
い
内
容
を
中
心
に
、
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

市
町
村
合
併
を
し
た
か
ら
と
言

っ
て
、
将
来
が
バ
ラ
色
に
な
る
の

で
は
な
い
と
か
ね
て
か
ら
申
し
上

げ
て
き
ま
し
た
。
景
気
低
迷
が
続

き
、
様
々
な
局
面
で
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
こ
う
し
た
中
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
が
ず
っ
と
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
市
政
の

役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

国
の
今
年
度
予
算
は
、
経
済
危

機
対
策
と
し
て
補
正
計
上
し
た
事

業
や
、
国
直
轄
ダ
ム
の
整
備
が
凍

結
さ
れ
、
平
成
22
年
度
の
政
府
予

算
案
編
成
に
向
け
て
行
わ
れ
た
事

業
仕
分
け
で
は
、
多
く
の
事
業
が

予
算
圧
縮
や
廃
止
の
方
針
が
示
さ

れ
、
市
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
政
権
交
代
は
多
く
の
国
民
が

変
革
を
求
め
た
結
果
で
あ
り
、
事

業
の
見
直
し
や
仕
組
み
が
変
わ
る

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
地
域
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
は
し
っ
か
り
主

張
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
平
成
22
年
度
予
算
編
成
で

は
、
地
域
づ
く
り
や
雇
用
確
保
の

た
め
の
予
算
枠
を
拡
大
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
要
望
や
課
題
解
決
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
厳
し
い
経
済

情
勢
は
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
「
食
と
農
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
地
域
の
資

源
を
活
用
す
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
、

行
政
経
営
に
努
め
ま
す
。

　
「
幸
せ
な
地
域
社
会
」の
実
現
を

目
指
し
、
①
市
民
と
の
協
働
に
よ

り
市
政
を
充
実
さ
せ
、
市
民
満
足

度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
を

進
め
る
「
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
、
②
福
祉
の
向
上
に

努
め
、
す
べ
て
の
市
民
に
「
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
、
③

農
工
商
、
す
べ
て
の
産
業
を
育
成

・
支
援
し
て
「
活
力
に
あ
ふ
れ
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
、

④
す
べ
て
の
世
代
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
、
⑤
行
政
組
織
の

経
営
革
新
を
進
め
「
機
能
的
で
効

率
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
、

の
５
つ
の
方
針
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
対
策
、
福
祉
関
連

予
算
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
中
、

学
校
建
設
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
な
ど
の
大
型
事
業
を
予
定
し

て
お
り
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
５
０
０
億
円
に
迫
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
既
存
の
事
業
費
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
抱
え
る
諸
問
題
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
来
年
度
の
予

算
編
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
し
い
地
域
自
治
の
仕
組
み
作
り

　

８
つ
の
地
域
協
議
会
は
、
今
年

度
末
の
自
治
区
の
設
置
期
限
に
と

も
な
い
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。

各
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
は
同
協
議
会
が
果
た
す
役
割
が

大
き
い
た
め
、
新
し
い
地
域
自
治

の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
各
協
議
会

で
の
検
討
や
地
域
協
議
会
委
員
懇

談
会
で
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
や
市
民
と

行
政
の
協
働
意
識
の
形
成
を
推
進

す
る
た
め
、
「
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
現
在
、
行
政
組
織
の

見
直
し
や
地
域
局
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
介
護
予
防
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

　

今
年
度
か
ら
３
年
間
、
厚
生
労

働
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
介
護

予
防
実
態
調
査
分
析
支
援
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。
高
齢
者
の
自
立

し
た
生
活
に
資
す
る
た
め
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者

の
生
活
機
能
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
近
い
将
来

に
要
支
援
等
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
高
齢
者
を
選
定
し
、
調
査
結
果

の
通
知
な
ど
が
介
護
予
防
事
業
等

の
参
加
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
か

を
検
証
し
ま
す
。
健
康
の
駅
推
進

室
で
は
、
高
齢
者
の
膝
痛
・
腰
痛

の
緩
和
や
転
倒
・
骨
折
予
防
の
た

め
の
「
健
康
の
駅
よ
こ
て
ら
く
ら

く
体
操
」
を
主
軸
に
運
動
器
疾
患

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
有

効
性
を
検
証
し
ま
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

国
や
県
と
の
連
携
に
よ
り
情
報

収
集
し
、
医
師
会
等
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
対
応
に
努
め
て

い
ま
す
。
10
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
国
の
定

め
た
優
先
接
種
の
対
象
者
に
１
回

当
た
り
千
円
を
助
成
し
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
お
り
、
11
月
27
日
か

ら
は
、
中
学
生
以
下
を
対
象
に
集

団
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
マ

ス
ク
着
用
な
ど
の
予
防
の
徹
底
と

家
庭
で
の
健
康
観
察
を
促
し
、
感

染
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業

　

ご
み
処
理
統
合
施
設
の
必
要
性

は
十
分
に
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、

近
隣
へ
の
設
置
に
対
す
る
不
安
や

反
対
の
意
見
が
多
く
、
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
な

状
況
で
あ
り
、
現
在
の
選
定
方
針

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。
今
後
、
選
定
エ
リ
ア

を
市
内
全
域
と
し
候
補
地
の
選
定

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
大
森
地
域
学
童
保
育
施
設
開
所

　

８
月
に
着
工
し
た
大
森
小
学
校

併
設
の
学
童
保
育
施
設
建
設
工
事

が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
学
童
保
育

「
お
お
も
り
」及
び「
は
く
さ
ん
」を

統
合
し
、
定
員
を
30
人
の
新
た
な

学
童
保
育
「
お
お
も
り
」
と
し
て

12
月
か
ら
開
所
し
ま
す
。
運
営
は

社
会
福
祉
法
人
大
森
保
育
園
に
委

託
し
、
児
童
の
放
課
後
の
安
全
確

保
と
、
保
護
者
が
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
農
業
振
興

　

本
年
度
の
作
柄
は
、
県
南
の
作

況
指
数
は
１
０
１
で
平
年
並
み
で

し
た
。
一
等
米
比
率
は
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
97
％
以
上
で
し
た
が
、

カ
メ
ム
シ
被
害
や
未
熟
粒
な
ど
で

94
％
台
に
止
ま
っ
た
地
域
も
あ
り
、

来
年
度
も
防
除
の
徹
底
な
ど
良
質

米
の
生
産
を
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
米
の
生
産
調
整
は
達

成
率
１
０
１
％
と
な
っ
て
お
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

■
横
手
駅
周
辺
地
区
の
整
備

　

10
月
１
日
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

東
西
自
由
通
路
や
橋
上
駅
舎
の
建

築
工
事
の
費
用
負
担
等
を
定
め
る

協
定
を
結
び
、
12
月
に
仮
事
務
所

の
建
築
、
３
月
に
は
仮
駅
舎
の
建

築
に
着
手
し
ま
す
。
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、
銀
行
棟
が
完
成
し
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
１
月
、
集
合

住
宅
棟
は
２
月
、
高
齢
者
住
宅
棟

は
３
月
の
完
成
に
向
け
て
、
順
調

に
建
築
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

商
業
施
設
棟
は
、
美
郷
町
に
本
社

を
置
く(

有)

ミ
サ
ト
フ
ー
ズ
と
出

店
協
定
を
結
び
、
再
開
発
組
合
臨

時
総
会
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
上
内
町
浄
水
場
基
本
計
画
策
定

　

上
内
町
浄
水
場
基
本
計
画
は
、

年
度
内
の
策
定
に
向
け
、
建
設
場

所
及
び
浄
水
方
式
等
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
は
４
カ
所
を
選
定
し
、
所
定

事
項
を
比
較
検
討
し
て
お
り
、
浄

水
方
式
に
つ
い
て
は
横
手
川
の
表

流
水
を
水
源
と
し
て
い
る
た
め
、

集
中
豪
雨
や
雪
解
け
時
の
濁
り
水

対
策
な
ど
、
水
質
に
適
し
た
浄
化

方
式
を
選
定
す
る
た
め
、
安
全
性

や
経
済
性
な
ど
の
比
較
を
進
め
、

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
小
中
学
校
統
合
計
画

　

来
年
度
開
校
予
定
の
十
文
字
地

区
中
学
校
の
統
合
は
、
十
文
字
中

学
校
の
校
舎
増
改
築
工
事
、
第
二

体
育
館
新
築
工
事
及
び
校
地
内
道

路
等
改
良
工
事
に
着
手
し
、
施
設

整
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
開
校
予
定
の
西
部

地
区
中
学
校
は
、
地
権
者
の
ご
理

解
、
ご
協
力
に
よ
り
大
雄
字
藤
巻

西
地
内
に
学
校
用
地
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
内
全
域

に
学
校
名
を
募
集
し
、
関
係
中
学

校
の
教
職
員
で
組
織
す
る
西
部
地

区
中
学
校
検
討
委
員
会
の
意
見
、

要
望
を
考
慮
し
な
が
ら
、
校
舎
建

設
に
向
け
た
基
本
設
計
及
び
実
施

設
計
業
務
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

横
手
地
区
小
中
学
校
統
合
計
画

の
学
校
用
地
は
、
横
手
地
区
小
中

学
校
基
本
構
想
策
定
委
員
会
の
意

見
を
踏
ま
え
、
静
町
周
辺
の
広
範

な
エ
リ
ア
の
中
か
ら
第
一
候
補
地

を
絞
り
込
み
、
８
月
と
10
月
に
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
建
設
用

地
の
取
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

 

 石川耿一副市長が退任

８人の区長が退任

公平委員に近江直人氏を再任
新しい教育委員に二階堂衛氏

　石川耿一副市長が、12月
５日で４年間の任期を終え、
退任しました。
　石川氏は、市内の酒造会
社社長を経て平成13年６月
から旧横手市収入役を務め、
合併後の同17年12月６日に
助役に就任。その後、同19
年４月に地方自治法の改正
にともない副市長を務めま
した。

　12月31日をもって、８人の区長（自治区長）
が退任しました。今年３月末まである各自治
区の区長には、退任する区長が職務代理者を
指名する定めとなっているため、次の方々が
１月１日から区長職務代理者に就きました。
◆横手自治区　石山 昭一 （横手地域局次長）
◆増田町　　　千田 幸咲 （増田地域局次長）
◆平鹿町　　　原 ヨシミ （平鹿地域局次長）
◆雄物川町　　柴田 清治 （雄物川地域局次長）
◆大森町　　　米山　 隆 （大森地域局次長）
◆十文字町　　近　 潤行 （十文字地域局次長）
◆山内　　　　藤田　 茂 （山内地域局次長）
◆大雄　　　　鈴木 康和 （大雄地域局次長）

　任期満了となった公平委員に、近江直人氏
（43歳・横手）が議会の承認を得て再任されま
した。
　また、１名の欠員となっていた教育委員に
は、12月９日、二階堂衛氏（46歳・増田）が就
任しました。

退任した
石川耿一副市長



選挙選挙農業農業

統計統計

十文字中学校１年
柴田理那さんの作品

平鹿中学校２年
加藤いずみさんの作品
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美
し
く
咲
く
花
に
思
い
を
込
め
て

第
４
回
「
押
し
花
に
心
を
そ
え
て
…
」
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

　

『
た
い
ゆ
う
緑
花
園
』
の
花
を

押
し
花
に
し
、
心
に
残
る
一
言
を

書
き
添
え
る
『
押
し
花
に
心
を
そ

え
て
…
』
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作

品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
県
内
外
か
ら
97
点
の
応

募
が
あ
り
、
11
月
14
日
の
審
査
会

で
、
大
人
の
部
、
小
人
の
部
で
そ

れ
ぞ
れ
特
選
１
点
、
準
特
選
１
点
、

入
選
３
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
同
コ

ン
テ
ス
ト
。
す
べ
て
の
応
募
作
品

は
12
月
か
ら
約
１
年
間
『
ゆ
と
り

お
ん
大
雄
』
に
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
美
し
く
咲
き
続
け
る
押
し

花
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

横
手
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

陸上競技

女子　走り幅跳び

(雄物川中）
高橋 英里さん

今年度、各大会において横手市の児童・生徒が好成績を残し、その実力を全県にアピールする結果と
なりました。ここでは、全県優勝選手および東北大会出場を果たしたみなさんをご紹介します。

■
大
人
の
部

■
小
人
の
部

準
特
選 

近
江
弥
斗
さ
ん（
横
手
市
）

特選 滝澤涼太さん（横手市）

特
選 

永
田
恵
子
さ
ん（
湯
沢
市
）

栄光栄光
準特選 藤原映子さん（横手市）

選挙啓発ポスター展を開催します

朝倉小学校
第28回 全日本小学校バンドフェスティバル
　　　 東北大会出場

吉田小学校
第28回 全日本小学校バンドフェスティバル
　　　 東北大会出場

平鹿中学校
第22回 全日本マーチングコンテスト東北大会出場

　市内の小中学校から応募があった『平成21年度明るい
選挙啓発ポスター』の全国表彰作品など、優秀作品30点
を展示します。
◆期　間　１月６日(水)～12日(火)
◆場　所　かまくら館
◆問合せ　市選挙管理委員会(平鹿庁舎内)　35-2126

　

　
　農業委員会委員の選挙権をお持ちの方は、毎年、市の
選挙管理委員会へ『農業委員会委員選挙人名簿登載申請
書』の提出が必要です。該当する方は、市から送付され
た申請書に必要事項を記入の上、同封の返信用封筒に入
れて郵送してください（各地域局産業振興課へ提出いた
だいても構いません）。
　なお、該当する方で、まだ市から申請書が届いていな
い場合は、至急、下記へお問い合わせください。農業委
員会委員の選挙人名簿は、この申請に基づいて作成され
ますので、期限までの申請をお願いします。
◆提出期限　１月10日（日）必着
　　　　　　※土日は各地域局日直担当へ
◆提出方法　各地域局産業振興課へ郵送、または直接提
　　　　　　出ください。
◆問 合 せ　各地域局農業委員会事務局担当
　　　　　　横　手　32-2718　　増　田　45-5515
　　　　　　平　鹿　35-2172　　雄物川　22-2187
　　　　　　大　森　26-2117　　十文字　42-5116
　　　　　　山　内　53-2934　　大　雄　52-3913 

期限までに申請書を提出ください
農業委員会委員の選挙権を有する方は

2010年世界農林業センサス
２月１日に実施されます

　農林業センサスは５年に一度、全国一斉に農林業や
農山村の実態を調べ、国や地方の農林業施策の企画・
推進に役立たせるための大切な調査です。
　農業や林業を行っている農家や林家、法人などを対
象とした調査です。１月下旬から調査員が伺いますの
で、みなさんのご理解・ご協力をお願いします。

【主な調査項目】
①世帯員の就業状況　
②農地や山林の面積
③農業・林業の労働力　④作業委託状況
⑤農産物・林産物の生産・販売状況など
◆問合せ　
　市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎）
　  35-2164または、各地域局地域振興課

萩原 和さん
（横手清陵学院中）

◆全県中学新人戦　２年100㍍第１位 
◆第40回ジュニアオリンピック(ＪＯＣ)
　陸上競技大会　　クラスＢ100㍍第３位

男子　走り高跳び

(増田中）
藤原 勇斗さん

女子１年４×100㍍リレー横手清陵学院中

横手清陵学院中男子共通４×100㍍リレー

十文字第一小学校
第38回 マーチングバンド・バトントワーリング東北大会出場

大雄卓球スポ少
第32回 秋田県スポーツ少年団卓球大会　優勝

財団法人明るい選挙推進協会会長賞・
都道府県選挙管理委員会連合会会長賞
秋田県入選

○ジュニアオリンピックとは…
　日本オリンピック委員会後援の、
オリンピック選手育成を目的とした
小中学生中心のスポーツ大会。陸上
競技大会は、クラスＡ（中学３年)・ク
ラスＢ(中学２年)・クラスＣ（中学１
年）ごとに、毎年10月末に行われる。



下水道下水道子育て子育て

農業農業

病院病院
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みなさんから届いたチーム・プラスＹ『宣言』をご紹介します。

「県内外に畜産物のブランド化(特に和牛)を進めます。横手産の食材を活用しお客様に提供します！」 【横手かまくらミート】
「活字やブログ、料理教室などを通じて〝横手産〟の素晴らしさを沢山の人に伝えます！」【あきた野菜果物研究舎】
「食育と雇用拡大の農ビジネスを応援します！」【横手市横手消費者の会】　　　

平成22年度学童保育利用申込開始のお知らせ

　学童保育（児童クラブ）は、小学校の放課後や休業日に保護者が仕事等の理由でいない家庭を
対象とし、子どもたちへの安全な生活の場の提供と健全育成、そして保護者の皆さんに安心して
仕事等を続けていただくことを目的とした施設です。

◆申込方法
　下記担当課に備え付けの申込用紙に記
　入し、同居の家族等の勤務証明を添え
　て提出してください。
◆申込期間
　１月４日（月）～29日（金）
◆注意事項
　・申し込みが定員を上回った場合は、家庭の状況等で
　　判断しつつ、学年の低い児童を優先します。
　・同じ小学校区に複数のクラブがある場合は、登録ク
　　ラブを調整させていただくこともあります。

申込み

１/29（金）

まで

～現在利用中の方も
　　　申し込みが必要です～

名　　称

学童保育「みなみ」

学童保育「わんぱく」

学童保育「あさくら」

学童保育「あさくらキッズ」

学童保育「ピノキオ」

学童保育「あさひ」

学童保育「さかえ」

学童保育「すまいるキッズ」

学童保育「ますだキッズ」

浅舞児童クラブ

醍醐児童クラブ

児童クラブ「どんぐりっこ」

沼館学童クラブ

学童保育「おおもり」

第一小なかよし学級

さくらんぼ学級

第二小なかよし学級

あおぞら学級

睦小なかよし学級

なかよしクラブ

こどもセンター

実　施　場　所

横手南小学校

わんぱく館

あさくら館

朝倉小学校

朝日が丘児童センター

旭ふれあい館

さかえ館

増田町総合子育て支援施設

増田町多目的研修センター

浅舞小学校

醍醐小学校

吉田公民館

旧後藤工業（縫製工場跡地）

学童保育「おおもり」（　　　）

十文字文化センター

十文字卓球場

十文字第二小学校

植田小学校

睦合小学校

山内小学校

大雄子どもセンター

定員

20人

60人

60人

60人

40人

30人

30人

35人

20人

30人

30人

30人

25人

30人

50人

10人

15人

10人

10人

20人

30人

小学校区

横手南小

朝倉小

旭小

栄小

増田小

浅舞小

醍醐小

吉田小

雄物川北小

大森小

十文字第一小

十文字第二小

植田小

睦合小

山内小

阿気小･田根森小

各地域の担当課（申込先）

横手地域局福祉課　32-2710

増田町総合子育て支援施設　45-4637

平鹿地域局市民福祉課　24-1114

雄物川地域局市民福祉課　22-2156

大森地域局市民福祉課　26-2115

十文字地域局市民福祉課　42-5113

山内子育て支援センター　53-2172

大雄地域局市民福祉課　52-3905

大森小
敷地内

①免税軽油使用者証（すでに交付
　を受けている方のみ）
②農業委員会の耕作面積の証明書
③使用機械の所有証明書（契約書、  
　納品書等。新規に申請する方お  
　よび機械を更新した方のみ）
④免税軽油の引取を証明する書類
　（納品書、購入証明書等）
⑤免税軽油の引取および使用状況
  の報告書（用紙がない場合は、
　会場で記入できます）
⑥誓約書（会場で記入・押印）
⑦秋田県証紙（１件につき400円。
　新規申請、使用者証の更新の方）
⑧印鑑（共同申請の場合は全員の
　印鑑が必要です）

平成22年分 農業用軽油引取税免税証の交付申請を受け付けます

◆問合せ　県平鹿地域振興局県税部課税課  32-0590

 期日

１/12
（火）

１/13
（水）

１/15
（金）

１/27
（水）

１/29
（金）

２/３
（水）

地 域

大  森

十文字
増  田

大  雄

雄物川

平  鹿

横  手
山  内

時   間
 9:30～11:30
13:00～15:00
 9:00～11:30
13:00～15:00
 9:30～11:30
13:00～15:00
 9:30～11:30
13:00～15:00
 9:30～11:30
13:00～15:00

 9:30～11:30

対象地区

大森全域

十文字、三重
植田、睦合、増田全域

田根森、八柏
阿気、田村、新町、宮田

沼館、館合、大沢
福地、里見、谷地

醍醐、下鍋倉、吉田
浅舞、樽見内

横手全域、山内全域

場　　所

大森地域局３階
会議室

十文字地域局２階
第１会議室

大雄農業団地センター
３階大会議室

雄物川地域局２階
大会議室

平鹿生涯学習センター
多目的ホール１

秋田県平鹿地域振興局
３階大会議室

◆必要な書類◆申請受付日程

　

　
　市立大森病院では『誠意ある温かな患者サービスの向
上で選ばれる病院づくり』を目標に地域のみなさんに信
頼される病院づくりを目指しています。今回、さらなる
病院サービス向上のため運営懇談会を設置し、同会委員
を募集します。市民のみなさんの率直なご意見・アドバ
イスをお聞かせください。
◆募集人数　３人
　　　　　　※雄物川・大森・大雄の３地域から各１人
◆募集対象　満20歳以上で横手市在住の方
◆申込方法　任意の用紙に簡単な応募者の略歴・応募動
　　　　　　機を記載し、氏名(ふりがな)、年齢、性別、
　　　　　　住所、電話番号を明記のうえ、郵送・ファ
　　　　　　クス・メールにて申し込み
◆募集期限　１月29日(金)必着
◆申 込 み　〒013-0525 横手市大森町字菅生田245-205
　　　　　　市立大森病院総務課  26-2141、  26-2974
　　　　　　  oomorihp@oomorihp.jp

病院経営にご意見を！
市立大森病院『運営懇談会委員』を募集します

下水道等使用料改定(統一)
説明会を開催します

　公共下水道および集落排水施設の使用料改定について
の説明会を行います。お住まいの地域にかかわらず、ど
なたでも参加できます。
◆期日・場所

◆開催時間　※１日２回行います
　①午後２時～３時、②午後７時～８時
◆問合せ
　市上下水道部下水道管理課（山内庁舎内)  35-2174

地　域
平　鹿
横　手
横　手
増　田
山　内
十文字
雄物川
大　森
大　雄

場　所
平鹿生涯学習センター(浅舞公民館)
かまくら館
あさくら館(朝倉公民館)
増田地区多目的研修センター
山内公民館
十文字文化センター
雄物川コミュニティセンター
大森コミュニティセンター
大雄交流研修館(ふれあいホール)

期　日
１月13日(水)
１月14日(木)
１月15日(金)
１月18日(月)
１月19日(火)
１月20日(水)
１月21日(木)
１月22日(金)
１月25日(月)

固定資産税５期・国民健康保険税７期
介護保険料７期・後期高齢者医療保険料７期

※年金天引きでないもの

固定資産税５期・国民健康保険税７期
介護保険料７期・後期高齢者医療保険料７期

※年金天引きでないもの

◆ 納期限は２月１日です ◆◆ 納期限は２月１日です ◆
納期限を過ぎる場合は納税相談にお越しください。
　　　　　　市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

市長面会日のお知らせ

◆日　　時／１月27日(水)午前９時～10時30分
◆申込期限／１月22日(金)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　　35-2111内1033,1034

◆対象者
　小学４年生までの児童で、放課後や学校休業日に家族  
　が仕事等の理由で家庭にいない児童
◆実施日
　日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
◆時　間
　放課後～午後７時（土曜日･学校休業日は午前7時30分
　から。ただしクラブにより異なります）
◆利用料※複数入所の２人目以降とひとり親家庭の児童は半額
　・通年利用＝月額5,000円
　・長期休みのみ利用＝7,000円×日割計算
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目指せ！そば打ち職人
■そば打ち体験（十文字）

そば打ちを指導する農近ゼミ会員（上）、試食（左）、そば粉をこねる様子

　12月13日、十文字第二小学校で６年生とその父兄を対
象に『そば打ち体験』が行われました。これは、地域で
栽培されているソバを広く知ってもらおうと、十文字地
域の小学生を対象に横手市農業近代化ゼミナールが主催。
　児童らは、講師を務めた同ゼミナール会員から、市内
でのソバ栽培の状況などの説明を聞いた後、そば打ちに
挑戦しました。「そば打ちは、こねたり切ったりするの
が難しかった」「美味しいそばができて楽しかった」な
どと、自分が作ったそばに大満足の様子でした。

■栄公民館で『デコパージュせっけん作り』（横手）

せっけんに合わせ、絵柄を丁寧に貼り付ける婦人教養講座のみなさん

かわいいせっけん、使うのが楽しみ！

美味しい横手産りんごをＰＲ     

　12月２日、横手産りんごの販売促進とＰＲを目的に、
市とＪＡ秋田ふるさとが企画した『りんご配布会』が兵
庫県の姫路市立中央保育所で開催されました。五十嵐市
長は「寒さに耐えた美味しいりんごを食べてください」
とあいさつし、園児一人ひとりにりんごを手渡しました。
　また、市長は同ＪＡがりんごの約50％を出荷する関西
地区市場の関係者が集まった『ＪＡ秋田ふるさとりんご
晩成種販売対策会議』にも出席。横手産りんごのさらな
る販売促進をお願いしました。

■兵庫県でりんご『配布会』と『販売対策会議』

　11月に開催された第40回東北農村青年会議の意見発
表に出場した、横手市農業近代化ゼミナール会員の小
原諭さんが、12月11日に同ゼミナール役員と共に市長
へ結果報告のため来庁。『Ａターンの向こう側』と題
し、果樹栽培の取り組みや仲間づくりの発表が評価さ
れたもので、全国大会に出場が決定しています。

東北農村青年会議意見発表で最優秀賞

　12月10日、栄公民館で“ケマージュ”という特殊なの
りを使って、紙ナプキンなどの絵柄をせっけんに貼り付
けて作る“デコパージュせっけん”作りが行われました。
これは、家庭で眠っている固形せっけんを利用してもら
うことを目的にしたもので、同館主催の婦人教養講座が
企画。参加者は絵柄の組み合わせ
を楽しみながら、次々と個性的な
せっけんを作り上げていました。
◆問合せ／栄公民館 　33-5320

　大森地域の冬の風物詩となった『けやき並木のイル
ミネーション』点灯式が、12月12日に開催されました。
　当日はあいにくの天候にもかかわらず、多くの親子
連れなどが訪れ、声を合わせて点灯のカウントダウン
を行いました。この芝桜をイメージした優しいピンク
の輝きは、１月11日まで楽しむことができます。

〝芝桜〟色の灯りが輝く （大森）

園児にりんごをプレゼントする市長と全農秋田のミス・フレッシュ

小原諭さん（右から２番目）

情報～information～

    

横
手
市
民『
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

　
　
地
産
地
消
料
理
講
習
会
１
月
期

  

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
と
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
鍋
で
、
心
も
体
も

温
ま
り
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
１
月
13
日（
水
）午
前
11
時

　

〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
開
始
／
１
月
５
日(

火)

午
前

　

９
時
〜

◆
申
込
み
／
よ
こ
て
『
食
の
ア
カ
デ

　

ミ
ー
』　

３
５
‐
２
１
９
３

　
　
平
成
22
年
度
『
フ
ロ
ン
テ
ィ

　
　
ア
農
業
者
研
修
生
』
を
募
集

　

県
の
農
業
試
験
場
な
ど
で
農
業
技

術
を
習
得
し
、
就
農
に
生
か
そ
う
と

す
る
農
業
研
修
生
を
二
次
募
集
し
ま

す
。
募
集
コ
ー
ス
が
制
限
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
研
修
期
間
／
１
年
11
か
月
（
平
成

　

22
年
４
月
〜
24
年
２
月
）

◆
募
集
定
員
／
全
県
で
８
人

◆
受
験
資
格
／
①
新
た
に
農
業
を
始

　

め
よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
は
農
業

　

で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
高

　

く
、
研
修
修
了
後
の
就
農
が
確
実

　

と
見
込
ま
れ
る
方
②
申
請
時
40
歳

　

未
満
の
方
③
学
校
長
ま
た
は
農
協

　

組
合
長
等
の
推
薦
が
得
ら
れ
る
方

◆
書
類
提
出
期
限
／
１
月
15
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
政
課

　
　

４
５
‐
５
５
２
２

　
　
都
市
計
画
道
路『
中
央
線
』の

　
　
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
１
回
目
、
あ
さ
く
ら
館
会
場
】

◆
日
時
／
１
月
20
日（
水
）午
後
７
時
〜

【
２
回
目
、
横
手
中
央
公
民
館
会
場
】

◆
日
時
／
１
月
21
日（
木
）午
後
７
時
〜

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
整
備
課

　
　

４
２
‐
５
１
２
０

　
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
　

　

明
海
大
学（
千
葉
県
浦
安
市
）に
通

う
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
横
手
市

を
訪
れ
ま
す
。
日
本
語
を
話
せ
ま
す

の
で
言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
体
験
し
、
気

軽
に
国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
入
期
間
／
２
月
13
日（
土
）〜
15

　

日（
月
）の
２
泊
３
日

◆
募
集
定
員
／
10
家
族
程
度

◆
申
込
期
限
／
１
月
29
日（
金
）

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室　

３

　

５
‐
２
１
５
８
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講
　

座

募
　

集
お
知

ら
せ

募
　

集

二井山裸参り（雄物川）
■１月７日（木）午後７時～

たいまつ焼き（平鹿）
■１月15日（金）午後６時～

比叡山神社大松明（山内）
■１月１日（金）午前０時～

三助稲荷神社梵天奉納（大森）
■１月17日（日）午前10時～

１月に市内で行われる伝統行事

　長さ約５メートルの大松明を燃やし、１年の吉凶を占います。

◆場　所／比叡山神社境内（山内筏地区）
◆問合せ／筏大松明保存会 会長 伊藤茂光さん 　53-2359

　上醍醐・金屋地区に江
戸時代から続いている小
正月行事です。かつて上
醍醐に刀鍛冶、金屋に弓
矢職人がいて、どちらも
火の神を祭り、たいまつ
を焼いて参拝しあったの
が始まりで、無病息災・五穀豊穣を祈願します。
　この行事は女人禁制とされ、女性はたいまつはもちろん、
材料となるわらにも触れてはならないとされています。

◆場　所／平鹿町上醍醐・金屋地区
◆問合せ／平鹿町観光協会（平鹿地域局産業振興課内）
　　　　　　24-1118

　商売繁盛、五穀豊穣、家内安全の３つを助ける、という
意味を持つ三助稲荷神社。各地区から梵天が集結し、男衆
が勇ましい掛け声をあげ、われ先にと拝殿に駆け込みます。

　その後、恵比寿俵のもちやあ
め、ミカン、小銭などが振舞わ
れ、そのもちを食べると無病息
災、梵天に用いた布を腹帯にす
ると安産がかなうと伝えられて
います。

◆場　所／三助稲荷神社（大森町川西地区）
◆問合せ／大森地域局産業振興課 　26-2117

　山伏信仰の修験道場として開かれた二
井山の湯殿神社で、400年以上前から荒行
として続いている『裸参り』。１年間の無
病息災を祈願し、冷水をかぶって身を清
めます。

◆場　所／湯殿山神社（雄物川町二井山地区）
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793

百万遍念仏講（山内）
■１月11日（月）午前８時30分～
　200年ほどの歴史がある行事。地区の
３カ所の入り口で長さ約10メートルの大
きな数珠を輪になってたぐり寄せながら
念仏を繰り返し唱え、１年間の無病息災
を願います。数珠が１周すると１万回唱えたとみなし、百
周させることから“百万遍”と呼ばれています。

◆場　所／山内南郷三ツ屋地区
◆問合せ／山内地域局産業振興課 　53-2934

ひ　えい　ざん おお たい まつ

ぼん でん

ひゃく まん べん ねん ぶつ こう

いかだ
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歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い

　
　

in
お
お
も
り
２
０
１
０

　

速
さ
を
競
う
『
速
さ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
部
門
』
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

む『
ゆ
っ
く
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
部
門
』の

２
部
門
が
あ
り
ま
す
。
貸
出
用
の
ス

キ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
23
日(
土)

午
前
８
時

　

30
分
受
付

◆
場
所
／
羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、

　

大
森
多
目
的
広
場
特
設
コ
ー
ス

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
１
月
15
日(

金)

◆
申
込
み
／
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

２
６
‐
４
０
７
３

　
　

お
も
ち
を
使
っ
た

　
　

イ
タ
リ
ア
ン
教
室

　

お
餅
を
使
っ
て
、
創
作
イ
タ
リ
ア

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
１
月
28
日(

木)

午
後
６
時

　

30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
／『
バ
ル
・
パ
サ
ポ
ル
テ
』   

  

チ
ー
フ　

古
屋
宰
氏

◆
定
員
／
一
般
女
性
18
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費
／
５
０
０
円（
材
料
代
）

◆
申
込
開
始
／
１
月
６
日（
水
）午
前

　

９
時
〜

◆
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー　

３
３

　

‐
３
９
９
５
、
３
２
‐
３
１
３
７

　
　

横
手
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加

　
　

事
業
所
を
募
集

　

平
成
22
年
２
月
か
ら
11
月
ま
で
実

施
す
る
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加

事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
の
飲
食
店
、
郷

　

土
物
産
店
な
ど

◆
募
集
定
数
／
先
着
15
事
業
所

◆
参
加
費
／
２
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
１
月
８
日(

金)

◆
申
込
み
／
横
手
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
横
手
市
観

　

光
協
会
内
）　

３
３
‐
７
１
１
１

　
　
『
か
ま
く
ら
館
ふ
れ
あ
い
事
業
』

　
　

に
応
募
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

期
間
、
か
ま
く
ら
館
を
会
場
に
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
事
業
を
対
象
と
し
て
、
横
手
市
観

光
協
会
が
共
催
し
、
か
ま
く
ら
館
の

使
用
料
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
作
品
展
や
演
劇
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
10
日（
水
）

　

※
申
込
書
は
、
か
ま
く
ら
館
１
階

　

事
務
室
か
横
手
市
観
光
協
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

◆
申
込
み
／
横
手
市
観
光
協
会　

３

　

３
‐
７
１
１
１

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　

キ
ャ
リ
ア
相
談

　

就
職
や
進
路
、
起
業
、
創
業
な
ど

の
個
別
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
な
ど
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
商
工
労
働
課
内
）

　
　

４
５
‐
３
９
９
０

　
　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　
　

実
施
に
ご
協
力
を

　

平
成
22
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
が
横
手
高
校
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
試
験
実
施
に
は
静
か
な
環

境
が
必
要
で
す
。
特
に
英
語
の
リ
ス

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
時
間
帯
は
、
近
隣
で

の
騒
音
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
付
近
は
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
横
手
高

校
の
駐
車
場
は
開
放
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
受
験
生
は
公
共
の
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
時
／
１
月
16
日（
土
）午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
６
時
35
分
、
17

　

日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　

※
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は

　

16
日
午
後
５
時
35
分
〜
６
時
35
分

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
大
学
ア
ド
ミ

　

ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム　

０
１
８
‐
８

　

７
２
‐
１
５
３
５

　
　

不
要
な
カ
レ
ン
ダ
ー
・
書
き
損

　
　

じ
ハ
ガ
キ
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

　

横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
第
27

回
『
国
際
交
流
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
る

会
』
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、

平
和
と
文
化
の
架
け
橋
に
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
の
中
か
ら
日
本
色
豊
か
な
も
の

を
選
び
、
海
外
10
カ
国
24
団
体
に
送

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
寺
子
屋
運

動
』
と
し
て
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
も
収

集
し
て
い
ま
す
。
家
庭
に
余
分
な
カ

レ
ン
ダ
ー
や
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
１
月
19
日（
火
）ま
で

お
届
け
く
だ
さ
い
。　

◆
持
込
場
所
／
横
手
地
域
局
１
階
総

　

合
案
内
窓
口
、
県
南
部
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー
、
明
照
保
育
園

◆
問
合
せ
／
横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会　

　
　

３
２
‐
９
６
８
３

　
　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助

　
　

成
金
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

社
会
保
険
労
務
士
が
中
小
企
業
緊

急
雇
用
安
定
助
成
金
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
予
約

を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
横
手
商
工
会
議
所
会
場
】

◆
開
催
日
／
１
月
７
日(

木)

・
２
月
４

　

日（
木
）・３
月
４
日（
木
）

【
平
鹿
中
央
商
工
会
会
場
】

◆
開
催
日
／
１
月
28
日(

木)

・３
月
25

　

日（
木
）

【
商
工
会
連
合
会
会
場（
神
明
町
）】

◆
開
催
日
／
２
月
25
日（
木
）

◆
時
間
／
午
後
１
時
〜
５
時

◆
申
込
み
／
秋
田
県
社
会
保
険
労
務

　

士
会
県
南
支
部　

０
１
８
７
‐
６

　

３
‐
４
３
１
３

　

囲碁入門教室
　日本棋院所属のプロ棋士から指導が受けられます。
●日時／１月９日(土)～10日（日）、①小中学生の部・午
前10時～11時30分、②高校生以上の部・午後１時～３時
●場所／雄物川コミュニティセンター　●対象者／小中
学生、高校生以上 ●参加費／無料 ●問合せ／市教育委
員会 生涯学習課 　22-2155

南部シルバーエリア料理教室『和風韓国料理』
●日時／１月16日（土）午前９時50分～ ●内容／ビビンバ、
ナムルなど ●参加費／1,000円 ●定員／20人 ●持ち物
／エプロン、筆記用具 ●申込期限／１月12日(火）●申
込み／南部シルバーエリア 　26-3880

ディンプルアート（ステンド風 不思議塗り絵）教室
●日時／１月16日(土)・１月21日（木）、午後１時～ ●場
所／醍醐公民館 ●参加費／2,500円（材料代、飲み物・お
菓子代） ●定員／各10人程度  ●問合せ／ディンプルア
ート秋田県南事務局 一戸さん 　25-3560

自然を愛する皆さんの集い　
●日時／１月17日(日)午後１時開演 ●場所／煉瓦屋（寿
町) ●内容／意外と知らない日本語のからくり講座等 ●
参加費／800円（軽食付） ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811

とっぴんぱらりのプー『第101回昔語りの会』
●日時／１月23日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵
（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630

『冬となかよし』～雪遊びを皆で楽しもう～
●期間／２月６日(土)～７日（日）１泊２日 ●場所／保呂
羽山少年自然の家 ●対象者／小学生  ●定員／40人 ●
申込期限／１月26日（火） ●申込み／保呂羽山少年自然の
家 　26-6011

情報～information～

idobata  plaza
どばたプラザい

お
知

ら
せ

 

講
　

座

む

募
　

集

白

い ち の へ

相
　

談

　
　

秋
田
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

　
　

さ
れ
て
い
ま
す

　

県
内
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
は
、
平
成
21
年
10
月
１

日
か
ら
『
時
間
額
６
３
２
円
』
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
者
も
労
働

者
も
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　
　

０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
６
６

　
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決

　
　

を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
不
満

や
要
望
を
聴
き
、
解
決
へ
導
く
手
伝

い
を
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

０
１
８
‐

　

８
６
４
‐
２
７
２
６

　
　

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

　
　

は
『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
で
！

　

２
月
16
日(

火)

か
ら
始
ま
る
平
成

21
年
分
の
確
定
申
告
手
続
き
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
横
手

税
務
署
で
の
申
告
受
付
は
２
月
１
日

(

月)

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署　

３
２
‐

　

６
０
９
０

　
　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　◆

募
集
種
目
／
予
備
自
衛
官
補

◆
受
付
期
間
／
１
月
上
旬
〜
４
月
中
旬

◆
受
験
資
格
／【
一
般
】18
歳
以
上
34

　

歳
未
満
、【
技
能
】18
歳
以
上
、
技

　

能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

◆
試
験
日
／
４
月
中
旬
〜
下
旬

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

平成22年 横手市消防団出初式日程

平　鹿

増　田

雄物川

大　森

十文字

山　内

大　雄

横　手

１月３日（日）

１月４日（月）

１月５日（火）

１月５日（火）

１月５日（火）

１月５日（火）

１月５日（火）

１月６日（水）

観閲 生涯学習センター前
式典 生涯学習センター
観閲 ふれあいプラザ駐車場
式典 ふれあいプラザ
観閲 雄物川体育館　
式典 雄物川体育館
観閲 大森庁舎前
式典 コミュニティセンター
観閲 十文字幸福会館
式典 十文字文化センター
観閲 山内体育館
式典 山内体育館
観閲 大雄庁舎前　
式典 大雄交流研修館
観閲 中央通り
式典 横手市民会館

13：00
13：40
13：10
14：30
９：50
10：00
９：25
10：00
９：10
10：00
９：15
10：00 
10：15
10：30
９：30
10：00

地 域 期 日 時 間 観閲および式典会場

◆問合せ／市総務企画部 総務課 防災安全担当　35-2161
　　　　　または、各地域局地域振興課

【
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
と
は
】

　

生
産
量
・
売
上
高
の
減
少
し
た
中

小
企
業
が
、
労
働
者
を
一
時
的
に
休

業
、
教
育
訓
練
ま
た
は
出
向
さ
せ
た

場
合
に
、
手
当
も
し
く
は
賃
金
等
を

一
部
助
成
し
、
失
業
の
予
防
や
雇
用

維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
給
付
金
額

・
休
業
手
当
相
当
額
の
４
／
５

・
教
育
訓
練
の
場
合
は
、
訓
練
費
と
し

　

て
一
人
一
日
6
，
0
0
0
円
加
算
等

お
知

ら
せ

募
　

集

募
　

集

募
　

集

お
知

ら
せ

相
　

談

お
知

ら
せ

相
　

談ｳｨﾝﾀｰｺﾝｻｰﾄ『音楽チャンプルー』

秋田大学から音楽隊がやって来る！

　秋田大学の４つのサークルが一堂に集う、
コンサートを開催します。ポップス・アニメ
映画ソング・民俗音楽など、１日でいろんな
ジャンルの音楽を楽しめます。
　皆さん、ぜひお越しください。
◆日　時／１月30日（土）午後１時～４時
◆場　所／雄物川コミュニティセンター
◆問合せ／市総務企画部 市長公室　35-2189

つ
か
さ
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　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。佐藤さんは、前回
の福田さんからのご紹介です。

岩見谷　昌子さん
いわみや　まさこ（46歳・横手） 

　

愛
犬
の
チ
ッ
プ
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
迎
え
て
く
れ
た
昌
子
さ
ん
は
東

京
都
墨
田
区
の
出
身
で
す
。
夫
の

博
志
さ
ん
と
は
大
学
の
ス
キ
ー
部

で
知
り
合
い
、
24
歳
で
結
婚
。
そ

の
後
、
博
志
さ
ん
の
実
家
の
あ
る

横
手
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

「
東
京
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
で
い
る
よ
う
で
い
て
意
外
に
単

調
で
す
。
横
手
に
は
様
々
な
表
情

が
あ
り
、
子
育
て
に
は
と
て
も
い

い
環
境
で
し
た
」
と
話
す
昌
子
さ

ん
。
現
在
は
、
博
志
さ
ん
が
技
術

員
を
務
め
る
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

の
指
導
員
の
ほ
か
、（
財
）ラ
ボ
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
、

国
際
交
流
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
平
成
19
年
に
は
、
全
国
か

ら
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
と
ア
メ

リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
を
訪
れ
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
支
援
に
携
わ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
自
分

の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
状
況
を

乗
り
越
え
る
強
さ
が
身
に
つ
く
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
良
さ
や
家
族

の
大
切
さ
を
再
認
識
で
き
ま
す
。

私
が
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
も
家

族
の
理
解
や
支
え
が
あ
っ
て
の
こ

と
。
夫
と
娘
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、

家
族
を
思
う
昌
子
さ
ん
の
優
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

佐藤　真季子さん
さとう　まきこ（21歳・横手）

■面積　13.75k㎡
■人口　237,888人
■世帯　123,629世帯

東京都 墨田区

東京湾

神奈川県

山梨県

東京都

　

「
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
見
る
度
に
、
保
育
士
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
真
季

子
さ
ん
は
、
と
き
わ
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
（
横
手
市

三
本
柳
）
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
１
歳
〜
２
歳
児
を
担
当
す
る
真

季
子
さ
ん
。
「
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
と
、
覚
え
た
て
の
言
葉
で
一
生
懸

命
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

込
め
ら
れ
た
小
さ
な
思
い
を
、
き
ち
ん
と
受
け

止
め
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
保
育
士
に
な
り
た

い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
で
言
葉

を
覚
え
る
子
も
多
い
の
で
、
大
切
な
役
目
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
明
る
い
笑
顔
で
こ
れ
か

ら
の
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？

　

野
球
が
大
好
き
で
、
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
子

　

ど
も
を
持
つ
と
し
た
ら
野
球
の
チ
ー
ム
が
で

　

き
る
く
ら
い
ほ
し
い
で
す
ね
（
笑
）

ジュニア
増田新体操クラブ

　今月の一冊　今月の一冊
戦国武将大百科 ①東日本編　二木謙一＝監修／ポプラ社戦国武将大百科 ①東日本編　二木謙一＝監修／ポプラ社

　この本は、戦国時代に東日本で活躍
した武将45人の生涯を、カラーイラス
トとともに紹介しています。
　勢力地図や年表などを織り交ぜなが
ら武将一人ひとりの生涯を解説してい
ますが、特に注目したいのはカラーイ
ラストです。各武将の勇猛な甲冑姿な
ど、それぞれの人物の特徴がよく描か
れていて、楽しみながら戦国時代につ
いて知ることができます。
　眺めているだけでも楽しく、教科書
にはないエピソードが分かる一冊です。　　　 【大森図書館】

・１月９日（土）午前10時／平鹿　午前10時30分／十文字
・１月16日（土）午後２時／増田
・１月17日（日）午前10時30分／横手・雄物川・大森

　おはなし会（会場は各図書館)　おはなし会（会場は各図書館)

新体操サークル（増田）

　平成17年に結成されたジュニア増田新体操クラブ。
　現在、園児から小学６年生まで60人が所属し、
西成瀬地域センターなどで毎週土曜日の午後２時
から５時まで、地域イベントの余興や芸術文化祭
での発表に向けた練習に励んでいます。
　「側転もうまくなりました。リボンやフープを使
う練習が楽しいです」「会員に十文字の人もいるの
で、友達が増えました」と元気に話す子どもたち。
　指導者で代表の鈴木さんは「結成当初は会員が
20人でしたが、今では人数も増え一人で指導する
のは大変です。でも、練習して皆の演技がそろう
とうれしくなりますね。新体操は体の柔軟性が身
に付くのに加え、運動中のケガも少なくなり、中
学校での部活動できっと役に立つと思います。羽
後町や東成瀬村の会員もいます。興味のある方は
見学に来てください」と話していました。
◆問合せ　増田ふれあいプラザ　45-5556

　『読書に関する作品コンクール』作品展　『読書に関する作品コンクール』作品展
　入賞作品と絵画・短文部門の入選作品を展示します。
　【十文字図書館】　　　１月７日（木）～10日（日）
　【平鹿図書館】　　　　１月14日（木）～17日（日）
　【雄物川図書館】　　　１月21日（木）～24日（日）
　【大雄公民館】　　　　１月27日（水）～31日（日）※28日休館
　【増田ふれあいプラザ】２月４日（木）～７日（日）
　【山内公民館】　　　　２月10日（水）～16日（火）※11日、13～14日休館
　【横手かまくら館】　　２月19日（金）～22日（月）
　【大森図書館】　　　　２月26日（金）～３月１日（月）

　新着図書の紹介　新着図書の紹介
一般向け
　インターネットの法律とトラブル解決法／神田将〔森〕
　ダライラマの外交官ドルジーエフ／棚瀬慈郎〔雄〕
　インフルエンザにかからない暮らし方／和田耕治〔十〕
　逃げの一手 100歳詩集／まどみちお〔横・雄〕
児童向け・絵本
　クローバー／中西翠〔平〕
　おばあちゃんのくりきんとん／山中桃子〔増〕　

〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

かっ ちゅう
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地域の情報 ～information～ 地域の情報

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください
【横手地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月13日（水）　受付12：30～13：15
１歳６か月児健診（平成20年６月生まれ）
　日　時　１月14日（木）　受付12：30～13：15
２歳児歯科健診（平成19年７月生まれ）
　日　時　１月12日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成18年６月生まれ）
　日　時　１月15日（金）　受付12：30～13：15
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月14日（木）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成21年５月生まれ）
　日　時　１月14日（木）　受付12：50～13：10
１歳６か月児健診（平成20年５月～６月生まれ）
　日　時　１月12日（火）　受付12：50～13：10
３歳児健診（平成18年５月～６月生まれ）
　日　時　１月13日（水）　受付12：50～13：10
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月７日（木）　受付12：40～12：45
７か月児健診（平成21年５月生まれ）
　日　時　１月７日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成20年12月生まれ）
　日　時　１月７日（木）　受付14：00～14：10
２歳児歯科健診（平成19年６月～７月生まれ）
　日　時　１月13日（水）　受付13：00～13：15
３歳児健診（平成18年５月～６月生まれ）
　日　時　１月15日（金）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月６日（水）　受付12：45～13：00
７か月児健診（平成21年５月生まれ）
　日　時　１月６日（水）　受付12：45～13：00
２歳児歯科健診（平成19年６月～７月生まれ）
　日　時　１月14日（木）　受付12：00～12：15
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月６日（水）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成21年５月生まれ）
　日　時　１月７日（木）　受付12：50～13：20
12か月児健康相談（平成20年12月生まれ）
　日　時　１月６日（水）　受付9：30～9：50
【山内地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月13日（水）　受付12：30～13：15
１歳６か月児健診（平成20年６月生まれ）
　日　時　１月14日（木）　受付12：30～13：15
２歳児歯科健診（平成19年７月生まれ）
　日　時　１月12日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成18年６月生まれ）
　日　時　１月15日（金）　受付12：30～13：15

療所診
【増田地域】　
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　1月6・13日（水）
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　
えがおの丘診療所
　診 療 日　1月6・13日（水）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日　1月12日（火）
　診療時間　13：30～14：30

お出かけ前にご確認ください
館日休

談相
【市内全地域対象】
無料法律相談　■場所　市役所南庁舎相談室
　日　時　１月20日（水）　13：00～15：00
　問合せ　市総務企画部総務課　35-2161
　　　　　（１月４日から予約受付）
無料税務相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　１月14日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【横手地域】
心配ごと相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　１月７日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　１月８日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　１月14日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　１月６日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　１月13日（水）　9：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川地域局第２庁舎
　日　時　１月18日（月）　10：00～12：00
【大森地域】
心配ごと相談　■場所 大森コミュニティセンター
　日　時　１月12日（火）　9：30～12：00
【十文字地域】
無料法律相談　■場所　幸福会館
　日　時　１月18日（月）　10：00～12：00(要予約)
　問合せ　十文字福祉センター　42-5858
心配ごと相談　■場所　幸福会館
　日　時　１月８日（金）　9：30～12：00
【山内地域】
心配ごと相談　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　１月５日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと・行政相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　１月15日（金）　9：30～12：00

 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 

 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
  
 

  
 
  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

   

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

日当番医休
　平鹿総合病院
　日曜夜間小児救急外来　32-5124
【受付時間】18：00～21：00　【診療時間】18：30～21：30
【担当医師】
１月３日(日)／無江医師(醍醐クリニック)
１月10日(日)／岡田医師(岡田小児科医院)
１月17日(日)／石橋医師(石橋小児科医院)
※都合により担当医師が変更になる場合があります。ご了承ください。

血日程献
種類

全
血

実施時間

10：00～10：45

12：00～13：00

13：20～14：30

14：50～16：00

10：00～11：45

12：15～13：15

14：45～16：00

10：00～11：15

12：30～13：00

13：30～15：00

15：20～16：00

10：00～10：50

11：10～12：00

13：15～14：45

15：00～16：00

実　施　場　所

㈱増田サントップ

ＪＵＫＩ吉野工業㈱

りんごの里福寿園

横手市役所 増田庁舎

タカヤナギ・グランマート婦気店

横手自動車学校

ビハーラ横手

日発精密工業㈱横手工場

秋田渥美工業

東北電力㈱横手営業所

㈱大和組

秋田部品㈱

ＪＡ秋田ふるさと平鹿総合支店

西風苑

アスター工業㈱秋田工場

月日・地域

１月６日(水)

増　田

１月８日(金)

横　手

１月12日(火)

横　手

１月14日(木)

平　鹿

１月１日(金)
１月２日(土)
１月３日(日)

１月10日(日)
１月11日(月)
１月17日(日)

西成医院
橋本内科医院
こはま泌尿器科クリニック

千葉小児科医院

復古堂医院

熊谷医院

平　鹿
大　町
杉　沢

寿　町
朝日が丘

寿　町

　24-1023
　32-0128
　35-2666

　33-2256
　33-6021
　32-2163

☆診療時間／9：00～12：00(午前中のみ）

☆診療時間／9：00～12：00、13：00～17：00

横手図書館　　　1月1～4・6・13日
増田図書館　　　1月1～4・12日
平鹿図書館　　　1月1～5・12日
雄物川図書館　　1月1～4・6・13日
大森図書館　　　1月1～5・12日
十文字図書館　　1月1～4・6・13日
山内図書館　　　1月1～3・9～11・16・17日
大雄図書館　　　1月1～4・7
　　　　　　　　　 11・12・14・17日
雄物川資料館　　1月1～4・12日

ゆっぷる　　　　1月20日
ゆとり館　　　　1月1・5・12日
えがおの丘　　　1月4・11日
三吉山荘　　　　1月1・5・12日
大森健康温泉　　1月1～3・12日
ゆとりおん大雄　1月14日
南部エリア　　　1月1・4・12日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　1月1～4
　　　　　　　　　 6・11・13日
　西部・南部　 　1月1～4、9～11
　　　　　　　　　 16・17日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　1月1・2・4・12日

【大雄地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
４か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　１月６日（水）　受付12：45～13：00
７か月児健診（平成21年５月生まれ）
　日　時　１月６日（水）　受付12：45～13：00
２歳児歯科健診（平成19年６月～７月生まれ）
　日　時　１月14日（木）　受付12:00～12：15
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日本国秋田県横手市

１１
（11/16～12/15日到着分）

（11/16～12/15日到着分）

１１
20102010

ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

大森けやき並木のイルミネーション

大森けやき並木のイルミネーション

読者の声

たくみ　Vol.50

市報よこて
読者プレゼント

応
募
方
法

　

お
た
よ
り
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
と
発
行
号
「
１
月
１
日
号
」
を
明
記
し
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
当
選
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は　

１
月
25
日
（
消
印
有
効
）

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

地
場
産
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス

「
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン
」

『
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
で
市
報

を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
12
月
１
日
号
の
あ
と
が
き
で

き
り
た
ん
ぽ
作
り
の
ご
は
ん
を
棒

に
巻
く
様
子
を
〝
ニ
ッ
チ
、
ニ
ッ

チ
〞
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い

ま
し
た
。
教
育
の
場
か
ら
も
、
公

の
場
か
ら
も
、
方
言
が
遠
の
き
つ

つ
あ
る
近
頃
。
〝
ニ
ッ
チ
、
ニ
ッ

チ
〞
は
ま
さ
し
く
方
言
で
し
か
言

い
表
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
表
現

で
す
。
方
言
を
残
そ
う
と
横
手
弁

で
「
昔
っ
こ
語
り
」
を
し
て
い
る

私
に
は
と
て
も
嬉
し
く
、
励
ま
さ

れ
た
一
文
で
し
た
。

（
畑
則
子
さ
ん
・
66
歳
・
横
手
）

　

単
身
赴
任
も
10
カ
月
、
す
っ
か

り
町
に
も
慣
れ
ま
し
た
。
県
北
生

ま
れ
の
私
に
は
県
南
の
方
々
は
性

格
も
穏
や
か
で
日
々
優
し
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
妻
も
月
に
一
、

二
度
訪
ね
て
来
る
の
で
す
が
、
空

気
が
お
い
し
い
、
環
境
が
い
い
、

ゆ
っ
く
り
で
き
る
…
と
の
ん
び
り

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
も
何
か
の

縁
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
き
な
こ
の
父
さ
ん
・
45
歳
・
大
森
）

　

市
報
12
月
１
日
号
で
紹
介
さ
れ

た
大
森
け
や
き
並
木
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
、
今
年
も
い
よ
い
よ
で

す
ね
。
近
場
に
す
て
き
な
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
、
主
人
と
出
か
け
て

み
た
い
で
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
58
歳
・
十
文
字
）

　

夫
婦
２
人
の
生
活
２
年
目
、
昨

年
は
自
宅
の
栗
で
初
め
て
甘
露
煮

と
渋
皮
煮
を
作
り
、
今
年
は
栗
だ

け
の
き
ん
と
ん
を
作
り
ま
し
た
。

今
は
栗
を
拾
っ
た
り
し
な
く
て
も
、

店
で
お
い
し
く
作
っ
て
売
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
い
な

く
な
っ
た
生
活
で
、
ふ
と
家
の
ま

わ
り
を
見
回
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
手
作
り
の
も

の
を
作
っ
て
は
他
の
も
の
と
一
緒

に
子
ど
も
た
ち
に
送
っ
て
い
ま
す
。

自
然
に
感
謝
で
す
。

（
サ
リ
ー
さ
ん
・
52
歳
・
大
雄
）

　

師
走
に
入
っ
て
も
雪
が
少
な
く

て
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
な
の
で
雪
が
降
る
と
、
何

か
に
つ
け
て
難
儀
し
ま
す
か
ら
。

今
年
は
あ
ま
り
良
い
年
で
は
な
か

っ
た
（
足
を
ケ
ガ
し
て
三
カ
月
入

院
）
け
れ
ど
、
来
年
こ
そ
は
い
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
思
っ
て

い
ま
す
。
市
報
に
子
ど
も
た
ち
が

写
っ
て
い
る
と
し
ば
ら
く
じ
っ
と

見
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
子
も
皆
カ

ワ
イ
イ
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
チ
ヤ
子
さ
ん
・
62
歳
・
大
森
）

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
の
影
響
に
は
生
命

を
感
じ
ま
す
ね
。
横
手
や
き
そ
ば

に
か
ぎ
ら
ず
、
横
手
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
を
通
じ
て
「
果
物
が
お

い
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
全
国

に
歩
き
出
し
て
い
ま
す
。
横
手
に

は
、
特
徴
的
な
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
ん
で
す
ね
。

（
母
さ
ん
・
56
歳
・
平
鹿
）

　

平
鹿
町
の
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
た
。
芸
能

発
表
の
す
ば
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
障
が
い
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
初
め
て
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
な

み
な
み
な
ら
ぬ
苦
労
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。
目
隠
し
を
し
て
通

路
を
歩
い
た
り
、
階
段
の
昇
降
を

し
た
り
…
。
昇
降
に
は
や
は
り
声

を
か
け
て
く
れ
る
人
が
必
要
だ
っ

た
。
車
椅
子
は
以
前
に
交
通
事
故

に
遭
っ
た
と
き
、
一
カ
月
近
く
使

っ
て
い
た
の
で
楽
に
動
か
せ
た
が
、

段
差
が
あ
る
と
腕
力
の
弱
い
私
は

相
当
難
儀
し
た
。
生
き
る
っ
て
大

変
な
こ
と
だ
け
れ
ど
、
前
向
き
に

が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
、
だ
れ
に
対

し
て
も
今
ま
で
以
上
に
思
い
や
り

の
心
を
持
と
う
…
と
痛
切
に
感
じ

た
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
日
だ
っ
た
。

（
お
花
大
好
き
さ
ん
・
79
歳
・
十
文
字
）

　

エ
コ
を
心
掛
け
て
、
以
前
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
菌
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、

ぼ
か
し
を
手
に
入
れ
る
の
が
面
倒

に
な
り
、
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
11
月
15
日
号
の
『
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
』
に
再
び
挑
戦
し
て

み
た
い
の
で
、
や
り
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
・
Ｉ
さ
ん
・
55
歳
・
山
内
）

　

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
方
法

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
こ
で
は
９
月
１
日
号
の
特
集
で

ご
紹
介
し
た
『
福
寿
草
の
会
』
の

照
井
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

や
り
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
適
当
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
用
意

し
、
ピ
ー
ト
モ
ス
と
炭
（
も
み
殻

く
ん
炭
）
を
入
れ
る
。
②
こ
の
中

に
毎
日
生
ゴ
ミ
を
入
れ
て
、
よ
く

か
き
混
ぜ
る
。
③
湿
ら
せ
た
古
新

聞
や
古
着
な
ど
で
ふ
た
を
す
る
。

外
部
か
ら
菌
を
入
れ
た
り
せ
ず
、

野
菜
く
ず
な
ど
に
付
着
し
て
い
る

微
生
物
が
生
ゴ
ミ
を
分
解
し
て
堆

肥
化
す
る
し
く
み
で
す
。
１
カ
月

ほ
ど
で
堆
肥
に
な
り
土
に
還
せ
ま

す
。
分
解
に
は
あ
る
程
度
の
温
度

が
必
要
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
寒

い
季
節
だ
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

お
湯
を
入
れ
て
湯
た
ん
ぽ
代
わ
り

に
中
に
入
れ
て
お
く
と
、
分
解
が

進
む
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法
は
25
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（
「
た
よ
り
」
と
明
記
く
だ
さ
い
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

日
本
固
有
の
黒
ブ
ド
ウ

品
種
ブ
ラ
ッ
ク
ク
イ
ー
ン

を
、
３
年
前
に
市
内
杉
沢

の
農
家
が
本
県
で
初
め
て

導
入
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

を
多
く
含
む
、
杉
沢
産
黒

ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
ジ
ュ
ー
ス
「
ブ

ラ
ッ
ク
ク

イ
ー
ン
」

（
６
０
０

ml
）
を
10

名
様
に
。

【
提
供
】亀
谷
食
品
加
工
場

　
　
　
　
　
　
　

３
２
‐
２
７
３
４

　

ア
ト
ヲ
タ
ノ
ム
。

私
が
小
学
校
か
ら

帰
る
と
祖
母
の
書

き
置
き
が
あ
っ
た
。

幼
心
に
「
も
し
や
…
」
と
思
い
、
兄

弟
３
人
で
血
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　この秋、日本料理という文化と伝統の継承にひた
むきに取り組んできた料理人が、職人にとって最高
の栄誉である『現代の名工』に選ばれた。
　生家がりんご農家だったという巧は、繁忙期には
帰宅の遅い両親に代わり、自分で食事の支度をする
という少年時代を過ごした。そのため、高校卒業後
の進路を決めるとき、ごく自然に料理の世界を選ん
でいたという。
　千葉県内のホテルの厨房を皮切りに、首都圏で料
理人としての道を歩み出し、９年余りの修行の後、
故郷・秋田に戻る。この間に海の料理、山の料理、
川の料理、そして都会の料理に触れられたことが、
料理人としての資質を高めたと巧は語る。
　純粋な日本料理と素材へのこだわりから、豊富な
農産物をはじめとした 食材の宝庫 である地元・横
手への思い入れは強い。よこて発酵文化研究所の一
員として、同研究所が開発した『鮎味』（鮎の魚醤）を
調味料に使い数々の料理を生み出す一方、地場産の
りんごの味と品質の良さを広くＰＲしようと、焼い
たり揚げたりといった料理方法を提案。「食材の良
さも発酵文化も大切なこの土地の宝」と言う巧は、
「地域で役立つ存在でありたい」との思いから、地
域の料理教室などの依頼にも応じている。
　飾らぬ笑顔で「自分は不器用だから、人の３倍も
やらないと仕事にならない」と言いつつも、日本料
理の継承と後進の育成も自分の役割と知る巧。その
目は、栄えある称号を与えられてなお、〝素材本来
の味を活かす〟という探求心に満ち満ちている。
　

素材を活かした純粋な日本料理
『現代の名工』が大切にする思い

食材と人材をバランスよく配して、おい
しいものを提供するのが料理人の務め

横手セントラルホテル調理部長

萩原　博さん（60歳・横手）
はぎわら　ひろし
昭和24年、旧仙北郡金沢町生まれ。六郷高校卒業後、
日本料理人を志し千葉県内のホテル厨房に勤務。同
52年に帰郷し、横手市内の保養施設料理長、県内の
式場、ホテルの調理部長などを務め、同63年８月か
ら横手セントラルホテル調理部長。主な受賞歴に、
日本料理技能向上全国大会１位（平成14年）、技能グ
ランプリ（全職種）内閣総理大臣賞（同17年）など。

日本料理人

〝　　　　　〟
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1月1日～1月17日

◆上映時間／午後１時～
　３日（日）「カンフー・パンダ
　　　　　　スペシャル・エディション」　【92分】
　10日（日）「ポケットモンスター
　　　　　　ダイヤモンド＆パール
　　　　　　ディアルガVSパルキアVSダークライ」
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　【90分】
　17日（日）「ライオンキング」　　　　　　【88分】
◆問合せ／南部シルバーエリア（大森町） 　26-3880

～南部エリア無料映写会
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■１月16日（土）
銀河系宇宙ほらふき決勝大会

■１月17日（日）
秋田盆おどりサミット in 増田

　今回で18回目を向かえ、すっかり新年の恒例イベントとな
った『銀河系宇宙ほらふき決勝大会』。どんな困難にあって
も笑いがあれば幸せはやってくる！宇宙規模の夢のある“ほ
ら話”や世界を揺るがすようなパフォーマンスを披露してく
れる“ほらふき”たちが続々と登場します。新春福引大会も
行われますので、ぜひご来場ください。
◆日　時／１月16日（土）13：00～17：00
◆場　所／雄物川町コミュニティセンター
◆入場料／コップ１杯の白米をご持参ください
◆問合せ／雄物川生涯学習センター 　22-5535

市報よこて 26No.102  2010(       22　).1.1平成　 年

　県内の盆おどり関係者が一堂に
会し、日頃の伝承活動の成果を発
表します。先人から伝えられてい
る“ふるさとの盆踊り”を通して
郷土の文化を見つめ直し、保存・
継承と後継者育成の大切さを学ぶ
ことがでる『秋田盆おどりサミッ
ト』に、ぜひご参加ください。
　出演は、増田盆踊り、岩崎盆踊
り（湯沢市）、本館地元盆踊り（美
郷町）に加え、県立羽後高等学校
郷土芸能部による西馬音内盆踊り
（羽後町）の４団体です。

◆日　時／１月17日（日） 12：00開演
◆場　所／増田ふれあいプラザ（まんが美術館）
◆内　容／各地の盆踊りの披露、パネルディスカッション、
　　　　　浜美枝氏による基調講演『地域への想いを大切に
　　　　　明日を素敵に生きる…』、ミュージカル『二本杉
　　　　　よ永遠に…』一部上演など
◆入場料／500円
◆チケット購入・問合せ／増田町観光協会 　45-5311

比叡山神社大松明（0：00～、山内筏地区比叡山神
社境内）

選挙啓発ポスター展（～13日、かまくら館）

二井山裸参り（19：00～、雄物川町二井山地区湯殿
山神社）

百万遍念仏講（8：30～、山内南郷三ツ屋地区）

たいまつ焼き（18：00～、平鹿町上醍醐・金屋地区）

三助稲荷神社梵天奉納（10：00～、大森町川西地区
三助稲荷神社）

『元気わくわく大商業祭』・公開抽選会

　１月５日（火）まで、市内４商工団体が主催す
る大商業祭を開催しています。参加店でのご購
入1,000円毎に抽選券が１枚進呈され、３千円
～10万円の商品券が約1,800人に当たります。
【公開抽選会】
◆日　時／１月10日（日） 10：00～
◆場　所／道の駅十文字
◆問合せ／元気わくわく大商業祭実行委員会
　　　　　（増田十文字商工会内）　42-0406

元日

成人の日

　新年のあいさつと情報交換の場として、ど
なたでもご参加いただけます。事前申込は不
要ですので、ぜひご参加ください。
日　時／１月４日（月）15：30～17:00
場　所／平鹿生涯学習センター 　24-1340
会　費／1,500円（軽食と飲み物）
問合せ／市長公室広報広聴担当 　35-2162

平成22年横手市新春賀詞交歓会

PickUp!!
ピックアップ

～深めよう郷土への想い
　　広げよう 新たな保存継承活動の輪～Pick

Up!!

この期間の伝統行事については、17ページに
詳しい紹介があります。

 


